




伝染性紅斑 発疹（リンゴ病）のみで全身状態が良ければ登校可能 

ヘルパンギーナ 
発熱や喉頭・口腔の水疱・潰瘍を伴う急性期は出席停止、治

癒期は全身状態が改善すれば登校可 

マイコプラズマ感染症 急性期は出席停止、全身状態が良ければ登校可能 

感染性胃腸炎（流行性嘔吐下

痢症） 
下痢・嘔吐症状が軽快し、全身状態が改善されれば登校可能 

アタマジラミ 出席可能（タオル、櫛、ブラシの共用は避ける） 

伝染性軟属腫（水いぼ） 出席可能（多発発疹者はプールでのビート板の共用は避ける） 

伝染性膿痂疹（とびひ） 出席可能（プール、入浴は避ける） 

※病原体がベータコロナウイルス属のコロナウイルス（令和２年１月に，中華人民共和国から世界保健機関に対

して，人に伝染する能力を有することが新たに報告されたものに限る。）であるものに限る。 

 

＊出席停止期間の基準は上記のとおりですが，症状により個人差がありますので，医師の指示に従ってください。 

＊感染を防止するため，出席停止期間中は，友人等との接触は避けてください。 
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1144．．学学生生がが骨骨髄髄移移植植にに伴伴うう骨骨髄髄提提供供等等にによよりり授授業業にに出出席席
ででききなないい場場合合のの取取扱扱いいににつついいてて  

 

 学生が骨髄移植に伴う骨髄提供のため授業に出席できない場合は，その都度「骨髄移植に伴う骨髄提

供等による欠席届」に公益財団法人日本骨髄バンクの発行する証明書を添えて，速やかに工学部教務係

に提出してください。なお，欠席届の対象となる期間は下記のとおりです。 

骨髄移植に伴う骨髄提供等のため出席できなかった授業については，履修上不利とならないよう配慮

しますので，授業担当教員に直接確認してください。 

 

 

〇欠席届の対象となる期間 

一 ドナー候補者として，確認検査等の説明及び確認検査を受ける日 

二 ドナー候補者として，骨髄又は末梢血幹細胞採取に関する最終説明及び最終同意のために医療機関

等に赴く日 

三 ドナーとして，骨髄又は末梢血幹細胞採取前の健康診断を行う日 

四 骨髄採取時に用いる自己血保存のための採血を行う日 

五 末梢血幹細胞採取前の顆粒球コロニー刺激因子（G-CSF）の注射を行う日 

六 骨髄又は末梢血幹細胞採取に伴い入院する日 

七 骨髄又は末梢血幹細胞採取後の健康診断を行う日 

八 その他骨髄バンク事業に関する手続等に必要となる日 

※手続等のために遠隔の医療機関等へ赴く場合にあっては，往復に要する日数を加えた日数とする 
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1155．．気気象象警警報報発発令令にに伴伴うう授授業業及及びび定定期期試試験験のの取取扱扱いいににつついいてて  
 

気象警報発令に伴う授業及び定期試験（以下「授業等」という。）の取扱いは下記のとおりとする。 

 

１．授業等の取扱い 

（１）特別警報（波浪特別警報を除く。）が、鳥取市北部（米子キャンパスにあっては米子市）に午

前７時時点で発令されている場合は午前（１時限及び２時限）の授業等を休講とし、午前１１

時時点で発令されている場合は午後（３時限、４時限及び５時限）の授業等を休講とする。 

（２）鳥取市北部（米子キャンパスにあっては米子市）に警報（暴風、大雨、洪水、大雪、暴風雪） 

  が発令されており、かつ、公共交通機関（鳥取駅、米子キャンパスにあっては米子駅発着のＪ 

    Ｒ）が運休している場合には、教育担当理事（米子キャンパスにあっては医学部長）が実際の 

  天候等を考慮の上、午前（１時限及び２時限）の授業等は午前７時、午後（３時限、４時限及 

  び５時限）の授業等は午前１１時を目途に、授業等の実施の可否を判断する。 

（３）上記以外で特に安全確保が必要と認められる場合は、授業等を休講とする。 

（４）休講に伴う補講は、原則として各学期に設定する予備日に実施するものとする。ただし、オ

ンライン方式により補講を実施する場合はこの限りではない。 

 

２．周知の方法 

（１）特別警報の場合、原則、周知は行わない。 

（２）警報の場合、次のとおりとする。 

１）学務支援システムの掲示板又は鳥取大学ホームページのお知らせ欄に次のとおり掲載する。 

午前の授業 午前 ７時３０分までに掲載 

午後の授業 午前１１時３０分までに掲載 

２）学生部から各学部へ連絡し、各学部は掲示等により周知する。 

３）非常勤講師については、必要に応じて各学部及び学生部からメール及び電話等により速や

かに周知する。 

 

３．悪天候により通学困難な場合の取扱い 

  授業等を休講しない場合において、公共交通機関が運休する等のやむをえない事情により学生

が授業等を欠席又は遅刻した場合は、授業担当教員は当該学生に対し、不利益を与えないよう配

慮するものとする。 
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1166．．鳥鳥取取大大学学単単位位認認定定規規則則  
 

（趣旨） 

第１条 この規則は，鳥取大学学則（平成１６年鳥取大学規則第５５号。以下「学則」という。） 
 第２５条に規定する単位の認定等について必要な事項を定めるものとする。 

 （授業時間数） 

第２条 学則第２２条に定める開設授業科目の単位認定に当たっては，１単位の授業科目を４５時間の

学修を必要とする内容をもって構成することを標準とし，１単位の授業時間は，次のとおりとする。 

 一 講義                        １５時間 

 二 演習及び全学共通科目の実技             ３０時間 

 三 実験，実習及び実技（全学共通科目の実技を除く。）  ４５時間 

２ 前項の規定にかかわらず，１単位の授業時間について，各学部において必要と認める場合には，大

学設置基準（昭和３１年文部省令第２８号）第２１条第２項に定めるところにより，当該学部におい

て別に定めることができる。 

３ 各学部が，一の授業科目について，講義，演習，実験，実習又は実技のうち二以上の方法の併用に

より行う場合については，その組合せに応じ，前２項に定める授業の時間を考慮するものとする。 

 （出席時間数） 

第３条 出席時間数が前条第１項及び第２項の規定の５分の４に満たない者については，単位の認定を

行わない。ただし，特にやむを得ない事情があると認められた者については，例外的に同項の規定の

５分の３以上出席した者についても，単位の認定を行うことができる。 

 （単位の認定） 

第４条 一の授業科目を履修した学生に対しては，試験（論文及びレポート等を含む。）の上，次条に

規定する成績の評価に基づき，単位を認定するものとする。 
２ 前項の規定にかかわらず，卒業論文及び卒業研究等の授業科目については，これらの学修の成果を

評価して，各学部規則の定めるところにより単位を認定するものとする。 
３  前項までの規定によるもののほか，他大学等における授業科目の履修及び大学以外の教育施設等に
おける学修については，学則の規定に基づき，その他の定めにより，これらを鳥取大学における授業

科目の履修により修得したものとみなし，単位を認定し，又は与えることができる。 
 

 （成績の評価） 

第５条 成績の評価は，１００点満点で採点して６０点以上を合格とする。 
２ 成績は，Ｓ，Ａ，Ｂ，Ｃ及びＦをもって表し，Ｓは９０点以上，Ａは８０点～８９点，Ｂは７

０点～７９点，Ｃは６０点～６９点，Ｆは５９点以下とする。 
３ 前２項の規定にかかわらず，学部で指定する科目については，合否で判定し，合はＰ，否はＦ

をもって表すものとする。 
４  前条第３項の規定により単位を認定した場合の当該授業科目の評価は，Ｎをもって表すものと
する。 
５ 第３条前段の規定等により単位の認定を行わなかった場合は，当該授業科目の評価は不履修とし，
Ｅをもって表すものとする。 

 
 （追試験） 

第６条 追試験は，第３条の条件を満たした者で病気その他特別の事情により試験を受けなかった者に

ついて行う。 
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 （受験不正行為による単位不認定） 

第７条 試験（論文及びレポート等を含む。）において不正行為を行った場合は，当該期の単位はすべ

て認めない。 

 （授業料未納により除籍された者の単位の不認定）  

第８条 学則第８０条第３項の規定により除籍された者については，授業料未納期間に係る単位は認定

しない。 

    

   附 則 

 １  この規則は，令和５年４月１日から施行する。 

２ 令和４年度以前に入学した者及び当該者の属する年次に転入学，編入学又は再入学する者は，こ

の規則の規定にかかわらず，なお従前の例による。 
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1177．．鳥鳥取取大大学学ににおおけけるる成成績績等等のの評評価価及及びびGGPPAA制制度度にに  
関関すするる要要項項  
  

令和５年１月２４日 
理事（教育担当）裁定 

 
（趣旨） 

第１条 この要項は，鳥取大学単位認定規則（平成５年鳥取大学規則第２号）その他鳥取大学（以 

下「本学」という。）における関係規則等に定める成績等の評価又はこれに関連する事項につ 

いて，本学における成績等の評価及びグレード・ポイント・アベレージ（履修科目の成績等の 

平均値をいう。以下「ＧＰＡ」という。）制度の取扱いに関し必要な事項を定めるものとする。 

（目的） 

第２条 この要項は，成績等の評価及びＧＰＡ制度の取扱いについて必要な事項を定めることによ

り，教育課程を通じて，学生の学修意欲の向上及び適切な修学指導に資することを目的とする。 

（評語，評価基準及びＧＰ） 

第３条 学生が履修した授業科目の成績等に関する評語及び基準並びにグレード・ポイント（各評

語に与えられる数値。以下「ＧＰ」という。）は，次表のとおりとする。 

 
表 １ 100 点満点で採点して成績を判定する授業科目  

区分  評語  評点   基  準  GP  

合格  

 S   90～100  修得した知識・技能を相互に関連付けて応用できる。  4  

 A    80～89  基礎知識・技能を発展させた知識・技能を修得している。  3  

 B   70～79  到達目標を達成し，基礎知識・技能を修得している。  2  

 C   60～69  
到達目標を達成し，最低限必要な基礎知識・技能を修得してい

る。  1  

不合格  F  0～59  
到達目標を達成していない，また授業の基礎知識・技能を修得

できていない。  0  

表 ２ 単位の認定ができない授業科目 

区分  評語  評点   基  準  GP  

不履修  E  無  

履修登録は行ったが，「鳥取大学単位認定規則」で定める出席

回数に達していない。若しくは単位の認定試験を受験していな

い。（論文及びレポート等の未提出を含む。）又は不正行為によ

り単位が認定されない。  
0  
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表 ３ 合否により成績を判定する授業科目  
区分  評語   基  準  

合格   P   到達目標を達成している。   

不合格  F  到達目標を達成していない。   

表 ４ 鳥取大学学則（平成 16 年鳥取大学規則第 55 号）第 32 条及び鳥取大学大学院学則（平成 
16 年鳥取大学規則第 56 号）第 27 条の規定により既修得単位として認定をした授業科目  

区分  評語   基  準  

認定  N  到達目標を達成している。   

 

（ＧＰＡの種類と算出方法）  

第３条 ＧＰＡは，当該学期における学修の状況及び成果を示す指標（以下「学期ＧＰＡ」という。），

当該学年における学修の状況及び成果を示す指標 （以下「学年ＧＰＡ」という。），及び在学

中における全期間の学修の状況及び成果を示す指標（以下「累積 ＧＰＡ」という。）の３種類

とする。  

２ 学期ＧＰＡ，学年ＧＰＡ及び累積ＧＰＡ算出の計算式は，次の各号に掲げるとおりとし，算出

された数値の少数点第３位以下は四捨五入するものとする。 

一 学期ＧＰＡ算出の計算式  

              （当該学期の各履修登録科目の単位数×当該科目の GP）の総和   

学期 GPA=−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−   

当該学期における履修登録科目の総単位数  

   

二 学年ＧＰＡ算出の計算式  

              （当該学年の各履修登録科目の単位数×当該科目の GP）の総和   

学年 GPA=−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−   

当該学年における履修登録科目の総単位数  

  

三 累積ＧＰＡ算出の計算式  

              （在学全期間の各履修登録科目の単位数×当該科目の GP）の総和   

累積 GPA=−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−   

在学全期間における履修登録科目の総単位数  

 

（ＧＰＡ算出の対象授業科目） 

第５条 ＧＰＡの算出の対象は，各学部・各研究科（以下「学部等」という。）の履修規則等 

に規定する卒業要件に係る授業科目とする。 

２ 不正行為により単位が認定されなかった授業科目については，履修歴があったものと取 

り扱い，ＧＰＡ算出の対象とする。 

３ 不合格と評価された授業科目又は不履修とされた授業科目については，後に再履修によ 

って合格となった場合であっても，不合格又は不履修の際のＧＰを含めた全てのＧＰを 

ＧＰＡ算出の対象とする。 

― 35 ―



４ 前３項の規定にかかわらず，次に掲げる授業科目については，ＧＰＡ算出の対象としな 

い。 

一 合否で成績を判定する授業科目 

二 鳥取大学学則第３２条及び鳥取大学大学院学則第２７条の規定により既修得単位とし 

て認定をした授業科目 

三 学部等においてＧＰＡ算出の対象から除外する指定をした授業科目 

（休学した学生の履修科目の取扱い） 

第６条 休学に伴い単位が認定されなかった授業科目は，履修歴がなかったこととして取 

り扱う。ただし，休学が許可される前に単位が認められた授業科目については，修得単 

位を認め，ＧＰＡ算出の対象とする。 

（ＧＰＡの表示） 

第７条 学務支援システムの成績修得状況において，学期ＧＰＡ，学年ＧＰＡ及び累積ＧＰＡ 

を表示する。 

（ＧＰＡの活用） 

第８条 本学は，ＧＰＡを教育内容等の改善，履修指導，学修支援，学生生活支援等に活用 

するものとする。 

（雑則） 

第９条 この要項に定めるもののほか，成績評価及びＧＰＡ制度の実施について必要な事項 

は，教育支援委員会の議を経て，理事（教育担当）が定める。 

 

 

 

附則 

１ この要項は，令和５年４月１日から施行する。 

２ 令和４年度以前に入学した者及び当該者の属する年次に転入学，編入学又は再入学す 

る者については，第３条の表に示す評語のＳをＡに，ＡをＢに，ＢをＣに，ＣをＤに， 

ＰをＳにそれぞれ読み替えて適用する。 

３ 成績の評価基準（平成２０年度第１０回教育支援委員会承認）及び受験不正行為により 

単位を認定されない学生及び学期の中途で休学した学生の履修歴についての申合せ（平成 

１７年度第６回教育支援委員会承認）は廃止する。 
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1188．．鳥鳥取取大大学学工工学学部部派派遣遣学学生生・・特特別別聴聴講講学学生生規規程程  
 

第１条  この規程は，鳥取大学学則（平成１６年鳥取大学規則第５５号。以下「学則」という。）第３

４条及び第５４条第３項の規定に基づき，鳥取大学工学部（以下「本学部」という。）における，学

生の派遣（学生が他の大学又は外国の大学(それぞれ短期大学を含む。以下「他大学等」という。)の

授業科目を履修することをいう。）及び特別聴講学生の受入れの実施に関し必要な事項を定める。 

第２条  この規程において次に掲げる用語の意義は，当該各号に定めるところによる。 

一 「派遣学生」とは，本学部の学生で，他大学等の授業科目を履修する者をいう。 

二 「特別聴講学生」とは，他大学等の学生で本学部の授業科目を履修する者をいう。 

三 「大学間協議」とは，派遣学生及び特別聴講学生の取扱いについて，あらかじめ本学部と当該

他大学等との間で履修できる授業科目の範囲，対象となる学生数，単位の認定方法、授業料等の

費用の取扱い及びその他必要な措置に関して行う協議をいう。 

四 「他大学等の長」とは，大学間協議における協議機関の長をいう。 

第３条 学生の派遣及び特別聴講学生の受入れは，大学間協議が成立したものについて行う。ただし，

外国の大学にあっては，やむを得ない事情があるときは，事前の協議を欠くことができる。 

第４条  派遣学生を志願する者は，所属学科の学科長の許可を得て，派遣学生許可願（様式１号）に，

大学間協議に基づく必要書類を添えて，学部長に願い出なければならない。 

２ 前項の願い出の時期は，大学間協議の定めるところによる。 

第５条 前条の願い出があったときは，鳥取大学工学部教授会（以下「教授会」という。）の議を経て，

学部長が当該他大学等の長と協議の上，派遣を許可する。ただし，外国の大学に留学する学生にあっ

ては，学部長を経て学長の許可を得なければならない。 

第６条 派遣学生の派遣期間の単位は，原則１学期又は１学年とする。 

第７条 前条に規定する派遣期間は，本学部の修業年限及び在学期間に算入する。 

第８条 派遣学生が修得した単位は，学則第２９条の規定に基づき，卒業の要件となる単位として認定

することができる。この場合における授業科目及び単位数の取扱いは派遣学生の所属学科において定

めるものとする。 

２ 前項の単位の認定は，他大学等の長の交付する学業成績証明書等により教授会が行う。この場合に

おいて，授業時間数及び授業形式等を考慮した上で，本学部の単位に換算するものとする。 

３ 前項の規定は，単位制をとらない外国の大学における学修成果を単位に換算し，認定する場合につ

いて準用する。 

第９条 派遣学生は，派遣期間が終了したときは，直ちに学部長に履修報告書（様式２号）を提出しな

ければならない。ただし，外国の大学に留学した派遣学生にあっては，別に帰着届を帰国後速やかに，

学部長を経て学長に提出しなければならない。 

第１０条 派遣学生は，学則に定める授業料を本学に納付するとともに，他大学等の定めるところによ

り授業料等を納付しなければならない。 

第１１条 学部長は，他大学等の長から受入れ取消しの通知を受けたときは，派遣を中止するものとす

る。 

第１２条 特別聴講学生を志願する者は，他大学等の長を経て，次に掲げる書類を添えて学部長に願い

出なければならない。ただし，履歴書及び成績証明書については，大学間協議に基づき省略すること

ができる。 

  一  特別聴講学生入学願（様式３号） 
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  二  履歴書 

  三  成績証明書 

  四  指導教員又はそれに準ずる教員の推薦書 

２ 前項の願い出の時期は，入学を希望する学期の始まる１月前までとする。ただし，外国の大学の学

生にあっては，原則として６月前までとする。 

第１３条 前条の願い出があったときは，教授会の議を経て学部長が入学を許可する。 

２ 学部長は，入学を許可したときは，他大学等の長を経て本人にその旨を通知するものとする。 

第１４条 特別聴講学生の受入れ期間の単位は，原則１学期又は１学年とする。 

第１５条 特別聴講学生は，大学間協議で定められた範囲内で，本学部の授業科目を履修することがで

きる。 

第１６条 特別聴講学生には，鳥取大学工学部単位認定規程（昭和４０年鳥取大学工学部規則第３号）

に基づき，所定の単位を与えるものとする。 

第１７条 学部長は，特別聴講学生の履修が終了したときは，学業成績証明書を作成して他大学等の長

に通知するものとする。 

第１８条 特別聴講学生は，学生証の交付を受け常に携帯しなければならない。 

第１９条 特別聴講学生は，学則に定める授業料を納付しなければならない。ただし，国立大学に在学

中の者，授業料を相互に徴収しないことを定めた大学間相互単位互換協定（附属書を含む。）に基づ

き本学部の授業科目を履修する公立又は私立大学（短期大学を含む。）に在学中の者及び授業料を相

互に徴収しないことを定めた大学間交流協定（附属文書等を含む。）に基づき本学部に入学した外国

人留学生の授業料は，徴収しないものとする。 

第２０条 特別聴講学生が次の各号のいずれかに該当する場合は，学部長は，教授会の議を経て除籍す

ることがある。 

  一 成業の見込みのないとき。 

  二 本学の規則に反する行為があったとき。 

  三 授業料等の納付の義務を怠ったとき。 

第２１条 この規程に定めるもののほか，必要な事項は教授会の議を経て学部長が定める。 

 

      附  則      （昭和５５年１１月１７日から令和８年１月２５日までの間に施行の附則は省略） 

 

   附  則（令和８年１月２６日鳥取大学工学部規則第１号） 

  この規程は，令和８年１月２６日から施行する。
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 様式１号   
 

派 遣 学 生 許 可 願 

 

                                                年    月    日 
 

    工 学 部 長     殿 

                             

                              学    科 

                              入学年度 

                              氏    名 

 

        下記のとおり願い出ますので，許可願います。 

 

記 

学科長署名又は押印  

派遣大学                  大学     学部     学科 

派遣期間   年  月  日～  年  月  日（ か月間） 

履 修 希 望 科 目 単 位 数 担 当 教 員 

   

   

   

   

   

 履修を希望する理由 
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  様式２号   
 

履 修 報 告 書 

 

                                                年    月    日 
 

    工 学 部 長     殿 

 

                              学    科 

                              入学年度 

                              氏    名 

 

      このたび派遣が終了しましたので，下記のとおり報告します。 

 

記 

派遣大学                  大学     学部     学科 

在籍身分  

派遣期間   年  月  日 ～   年  月  日（ か月間） 

履  修  科  目 単 位 数 

  

  

  

  

  

 研究・学習の概要 
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  様式３号 

 

特 別 聴 講 学 生 入 学 願 

    ふ り が な 

   氏  名 
 
    生年月日             年  月  日生 
 
    性  別        男    女 
 
 

 

 
写 真 

 
貼 付 

 
 

  （国    籍）(外国の大学に在学中の者のみ) 

 

    現 住 所 

 

    在籍大学                  大学            学部            学科 

                   入学年 

 

    入学を希望する期間        年    月    日～      年    月    日 

 

    聴講する学科                                学科 

 

    聴講する科目，単位数等 

科    目    名 単 位 数 担 当 教 員 

   

   

   

   

   

 

      上記のとおり願い出ます。 

 

               年    月    日 

                                署  名 

 

       工 学 部 長  殿 
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1199．．鳥鳥取取大大学学工工学学部部科科目目等等履履修修生生，，聴聴講講生生及及びび研研究究生生規規程程  
 

 （趣旨） 

第１条 鳥取大学工学部における科目等履修生，聴講生及び研究生（以下「科目等履修生等」という。）

に関する事項は，鳥取大学学則（平成１６年鳥取大学規則第５５号）に定めるもののほか，この規程

の定めるところによる。 

 （出願資格） 

第２条 科目等履修生等を志願できる者は，鳥取大学学則第３８条第１項に定める者のうち，当該授業

科目を履修又は特定の事項について研究するのに十分な学力があると認めた者とする。 

 （出願手続） 

第３条 科目等履修生等を志願する者は，次に掲げる書類を所定の期間内に学部長に提出しなければな

らない。ただし，聴講生を志願する者は，第３号及び第４号の書類を省略することができる。 

   一 入学志願票（様式１）又は研究生入学願（様式２） 

   二 履歴書 

   三 卒業証明書 

   四 成績証明書 

   五 所属長の承諾書（有職者のみ） 

２ 科目等履修生又は聴講生を志願する者は，あらかじめ，履修又は聴講しようとする授業科目の担当

教員の承諾を，また研究生を志願する者は，研究指導を受ける教員の承諾を得なければならない。 

 （選考方法） 

第４条 科目等履修生等の受入れの可否は，教授会の議に基づき行うものとする。 

 （入学手続） 

第５条 科目等履修生等は，入学を許可された日から定められた期間内に所定の入学手続をしなければ

ならない。 

 （履修の方法及び制限） 

第６条 科目等履修生及び聴講生の履修又は聴講の手続，その他履修又は聴講に関することは，鳥取大

学工学部履修規程を準用する。 

２ 科目等履修生又は聴講生が志願した授業科目のうち，学生の学修に妨げのあるものについては，履

修又は聴講を制限することがある。 

 （単位認定） 

第７条 科目等履修生の単位認定については，鳥取大学工学部単位認定規程を準用する。 

２ 聴講生に対する単位の認定は行わない。 

 （証明書の交付） 

第８条 学部長は，次の場合は証明書を交付することができる。 

   一 科目等履修生が単位を修得し，その証明を願い出たとき。 

   二 研究生が研究事項について証明を願い出たとき。 

 （雑則） 

第９条 その他科目等履修生等に関し必要な事項は，教授会の議を経て工学部長が別に定める。 

 

    附  則      （平成１７年４月１日施行の附則は省略） 

  附 則（令和８年１月２６日鳥取大学工学部規則第２号） 

この規程は，令和８年１月２６日から施行する。 
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2200．．教教育育職職員員免免許許状状のの取取得得ににつついいてて  

 

 工学部学生で教育職員免許状の取得を希望する者は，教育職員免許法及び同施行規則に定められ

た科目及び単位を修得すれば次のとおり免許状が取得できる。 

 

学   科 免許状の種類 免許教科 

機械物理系学科 
中学校教諭一種免許状 数学 

高等学校教諭一種免許状 数学,工業 

電気情報系学科 高等学校教諭一種免許状 情報,工業 

化学バイオ系学科 
中学校教諭一種免許状 理科 

高等学校教諭一種免許状 理科,工業 

社会システム土木系学科 高等学校教諭一種免許状 工業 

 

※教育職員免許状取得のための履修方法等は，別冊の「教育職員免許状取得のための手引」を参照

すること。 

※詳細については，工学部教務係に問い合わせること。 
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2211．．学学級級教教員員    （（令和８年度入学））  

 

学    科             学級教員 

機械物理系学科 

小野 勇一 原 豊 

清水 一行 高江 恭平 

電気情報系学科 

中川 匡夫 村田 真樹 

笹岡 直人 櫛田 大輔 

吉村 和之 大木 誠 

笹間 俊彦 岩井 儀雄 

赤岩 和明 東野 正幸 

化学バイオ系学科 

溝端 知宏 吾郷万里子 

津野地 直 鈴木 宏和 

社会システム土木系学科 

福山 敬 黒田 保 

吉野 和泰 辻井麻衣子 
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2222．．鳥鳥取取大大学学全全学学共共通通科科目目履履修修規規則則  
 

（趣旨） 

第１条 この規則は，鳥取大学学則（平成１６年鳥取大学規則第５５号。以下「学則」という。）第

２４条第３項の規定に基づき，全学共通科目の授業科目，履修方法及び試験等に関し必要な事項

を定めるものとする。 

 

 （全学共通科目及び一般教養科目の科目区分） 

第２条 全学共通科目は，農学部共同獣医学科を除く学部及び学科を対象とし，その科目区分は，次

のとおりとする。 

  入門科目 

   大学入門ゼミ 

   情報リテラシ 

   キャリア入門 

   データサイエンス入門 

  教養科目 

   基幹科目 

    人文・社会分野 

    自然分野 

    実験演習分野 

   主題科目 

    人間と文化 

    人間と科学 

    人間と環境 

    健康と生命 

    世界と地域 

 教養ゼミナール 

    キャリア科目 

   外国語科目 

   健康スポーツ科目 

２ 一般教養科目は，農学部共同獣医学科を対象とし，その科目区分は，次のとおりとする。 

大学教育導入科目群 

人文・社会科学科目群 

自然科学科目群 

複合領域科目群 

外国語科目群 

 

（開設授業科目，単位数及び履修年次） 

第３条 全学共通科目及び一般教養科目の科目区分ごとに修得すべき単位数及び履修年次等につい

ては，別に定める。 

２ 全学共通科目及び一般教養科目の科目区分ごとに開設する授業科目及び単位数は，鳥取大学教

育支援委員会（以下「教育支援委員会」という。）において開設年度の前年度末までに決定する。

なお，特に必要と認められる授業科目については，その決定後においても補充することができる。 
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 （外国人留学生の履修及び海外実践教育科目履修の特例） 

第４条 第２条に規定するもののほか，外国人留学生のために，日本語・日本事情に関する授業科目   

を置き，当該授業科目の履修については，鳥取大学における外国人留学生に対する授業科目等の

特例に関する規程（平成５年鳥取大学規則第４号）で定める。 

２ 第２条に規定するもののほか，海外の教育研究機関と連携し，海外において教育を実施するため

に，海外実践教育科目を置き，当該授業科目の履修については，鳥取大学における海外実践教育

科目の特例に関する規程（平成 18 年鳥取大学規則第４号）で定める。 

 

（履修手続） 

第５条 学生は，毎学期所定の期日までに履修しようとする授業科目を，所定の方法により登録しな

ければならない。 

 

（単位の認定） 

第６条 単位の認定は，鳥取大学単位認定規則（平成５年鳥取大学規則第２号。以下「単位認定規則」 

という。）に基づき行う。 

  

（試験） 

第７条 定期試験は，原則として学期末に行う。ただし，レポート試験，実技試験等を行う場合には， 

定期試験を行わないことがある。 

２ 追試験は，単位認定規則第６条に該当する者について行う。 

３ 再試験は，当該学部の定める年次に，所定の要件を満たした者に対し，当該年度に受験した授業

科目に限り行うことができる。 

  

（既修得単位等の認定） 

第８条 学則第３２条の規定による本学に入学前の既修得単位(全学共通科目及び一般教養科目に

相当する授業科目に限る。)の認定は，必要に応じ教養教育センター(以下「センター」という。)

の意見を聴して，当該学部教授会の議を経て，学部長が行う。 

 

（他大学等の授業科目履修及び大学以外の教育施設等における学修の単位認定） 

第９条 学則第２９条の規定により他の大学又は外国の大学において履修した授業科目についての

単位の認定及び学則第３０条の規定により文部科学大臣が別に定める学修を行ったときの単位

の認定は，センターからの審査結果の通知に基づき，当該学部教授会の議を経て，学部長が行う。 

２ 前項の審査方法等については，センター長が別に定める。 

 

（雑則） 

第１０条 この規則に定めるもののほか，全学共通科目の履修方法等に関し必要な事項は，教育支援

委員会の議を経て，センター長が別に定める。 

 

 

【参考】 

 この規則は，令和４年４月１日から施行する。 
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別表第３の１

備　　　考

前 後 前 後 前 後 前 後

大学入門ゼミ 必修 2 　

情報リテラシ 必修 2 　

キャリア入門 必修 1 　

必修 1

6 　　６６単単位位

　人間と文化

　人間と科学 　

　人間と環境 　

　健康と生命 2 2

　世界と地域 2 2

　教養ゼミナール 2 2

生物学

地学  　８単位以上

数学

　微分積分学Ⅰ 必修 2

　微分積分学Ⅱ 必修 2

　線形代数Ⅰ 必修 2

　線形代数Ⅱ 必修 2

物理学

　基礎物理学Ⅰ 必修 2

　基礎物理学Ⅱ 必修 2

化学

　化学概論 選択 2

物理学実験演習 必修 2 １４単位以上

16 12 ２２６６単単位位以以上上

英　語  

必修 1 　

必修 1 　

必修 1 　

必修 1 　

必修 1 1 　

必修 1 1

ドイツ語基礎Ⅰ・Ⅱ

フランス語基礎Ⅰ・Ⅱ

中国語基礎Ⅰ・Ⅱ 　

韓国語基礎Ⅰ・Ⅱ

スペイン語基礎Ⅰ・Ⅱ

ドイツ語応用Ⅰ・Ⅱ

フランス語応用Ⅰ・Ⅱ

中国語応用Ⅰ・Ⅱ

韓国語応用Ⅰ・Ⅱ

スペイン語応用Ⅰ・Ⅱ

3 3 3 3 １１００単単位位以以上上

必修 　　　

　　１１単単位位以以上上

４４３３単単位位以以上上

全学共通科目の授業科目及び単位数については、「全学共通科目開設一覧表」を参照すること。

３　年 ４　年

全全  学学  共共  通通  科科  目目  教教  育育  課課  程程  表表　　（（  工工学学部部　　機機械械物物理理系系学学科科  ））

科　目　区　分　等

単 位 数 ・ 履 修 年 次

１　年 ２　 年

教
　
　
　
養
　
　
　
科
　
　
　
目

主
題
科
目

　キ　ャ　リ　ア　科　目

基
　
　
幹
　
　
科
　
　
目

人文・社会分野

自
　
然
　
分
　
野

「数学」「物理学」「化学」について、左記
以外の科目は卒業に必要な単位には
含まれない。

実験演習分野　

選択

基幹科目（人文・社会分野）について
は、選択必修科目のうち、人文系の複
数の学問領域から２科目４単位以上、
社会系の複数の学問領域から２科目４
単位以上を修得すること。

選択 1 1
１年次に履修した言語を２年次に履修
可能。
※教養科目の単位として認める。

総合英語Ⅰ・Ⅱ

総合英語Ⅲ・Ⅳ

必修 1 1 １つの言語を選択し２単位修得すること。

計

計 1

修 得 単 位 数 合 計

計

 健康スポーツ科目
1（前期又は

後期）

 
外
　
国
　
語
　
科
　
目

コミュニケーション英語Ａ

コミュニケーション英語Ｂ

実践英語Ａ

実践英語Ｂ

全
　
　
　
　
　
学
　
　
　
　
　
共
　
　
　
　
　
通
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

入
門
科
目 データサイエンス入門

計
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別表第３の２

前 後 前 後 前 後 前 後

必修 1

必修 2

必修 1

必修 1

5 　　５５単単位位

　人間と文化

　人間と科学

　人間と環境

　健康と生命 2 2

　世界と地域 2 2

　教養ゼミナール 2 2

2 2

2

生物学

化学

地学 　８単位以上

物理学

　基礎物理学Ⅰ 必修 2

　基礎物理学Ⅱ 必修 2

数学

　微分積分学Ⅰ及び演習 必修 3

　微分積分学Ⅱ及び演習 必修 3

　線形代数学Ⅰ 必修 2

　線形代数学Ⅱ 必修 2

必修 2 １６単位

15 19 ２２４４単単位位以以上上

英　語

必修 1

必修 1

必修 1

必修 1

必修 1 1

必修 1 1

ドイツ語基礎Ⅰ・Ⅱ

フランス語基礎Ⅰ・Ⅱ

中国語基礎Ⅰ・Ⅱ

韓国語基礎Ⅰ・Ⅱ

スペイン語基礎Ⅰ・Ⅱ

ドイツ語応用Ⅰ・Ⅱ

フランス語応用Ⅰ・Ⅱ

中国語応用Ⅰ・Ⅱ

韓国語応用Ⅰ・Ⅱ

スペイン語応用Ⅰ・Ⅱ

3 3 3 3 １１００単単位位以以上上

必修

　　１１単単位位以以上上

４４００単単位位以以上上

全学共通科目の授業科目及び単位数については、「全学共通科目開設一覧表」を参照すること。

１　年 ２　 年 ３　年 ４　年

全全  学学  共共  通通  科科  目目  教教  育育  課課  程程  表表　　（（  工工学学部部　　電電気気情情報報系系学学科科  ））

科　目　区　分　等

単位数・履修年次

備　考

キャリア入門

データサイエンス入門

計

全
　
　
　
　
　
学
　
　
　
　
　
共
　
　
　
　
　
通
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

入
門
科
目

大学入門ゼミ

情報リテラシ

教
　
　
養
　
　
科
　
　
目

主
題
科
目

選択

基幹科目（人文・社会分野）につい
ては、選択必修科目のうち、人文系
の複数の学問領域から２科目４単
位以上、社会系の複数の学問領域
から２科目４単位以上を修得するこ
と。

「物理学」「数学」について、左記以
外の科目は卒業に必要な単位には
含まれない。

実験演習分野

　　　  物理学実験演習

計

　キ　ャ　リ　ア　科　目

基
　
　
幹
　
　
科
　
　
目

人文・社会分野

自
　
然
　
分
　
野

1 1
１つの言語を選択し２単位修得する
こと。

選択 1 1

計 1

修 得 単 位 数 合 計

計

健康スポーツ科目
1(前期又は

後期）

外
　
国
　
語
　
科
　
目

コミュニケーション英語Ａ

コミュニケーション英語Ｂ

実践英語Ａ

実践英語Ｂ

１年次に履修した言語を２年次に履
修可能。

総合英語Ⅰ・Ⅱ

総合英語Ⅲ・Ⅳ

必修
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別表第３の３

備　　　考

前 後 前 後 前 後 前 後

必修 1 　

必修 1

情報リテラシ 必修 2

キャリア入門 必修 1

必修 1

5 1 　　６６単単位位

　　　　人間と文化  

　　　　人間と科学  

　　　　人間と環境 2 2

　　　　健康と生命 2 2

　　　　世界と地域 2 2

　　　　教養ゼミナール 2 2

2

人文・社会分野 2

生物学  

地学 １２単位以上

数学

　基礎数学Ⅰ 選択 2

　基礎数学Ⅱ 選択 2

物理学

　基礎物理学 選択 2

化学

　基礎化学Ⅰ 必修 2

　基礎化学Ⅱ 必修 2 　８単位以上　　　　　　　　　　　　　　　

実験演習分野  

化学実験演習 必修 2

物理学実験演習 選択 2 　２単位以上

16 16 2 ２２２２単単位位以以上上

英　語

必修 1

必修 1

必修 1

必修 1

必修 1 1

必修 1 1

ドイツ語基礎Ⅰ・Ⅱ

フランス語基礎Ⅰ・Ⅱ

中国語基礎Ⅰ・Ⅱ

韓国語基礎Ⅰ・Ⅱ

スペイン語基礎Ⅰ・Ⅱ

ドイツ語応用Ⅰ・Ⅱ

フランス語応用Ⅰ・Ⅱ

中国語応用Ⅰ・Ⅱ

韓国語応用Ⅰ・Ⅱ

スペイン語応用Ⅰ・Ⅱ

3 3 3 3 １１００単単位位以以上上

必修

　　１１単単位位以以上上

３３９９単単位位以以上上

全学共通科目の授業科目及び単位数については、「全学共通科目開設一覧表」を参照すること。

３　年 ４　年

全全  学学  共共  通通  科科  目目  教教  育育  課課  程程  表表　　（（  工工学学部部　　化化学学ババイイオオ系系学学科科  ））

科　目　区　分　等

単 位 数 ・ 履 修 年 次

１　年 ２　 年

計

教
　
　
　
養
　
　
　
科
　
　
　
目

主
題
科
目

選択

主題科目、キャリア科目、基幹科目の「人文・
社会分野」「生物学」「地学」より１２単位以上修
得する。
ただし、基幹科目（人文・社会分野）について
は、選択必修科目のうち、人文系の複数の学
問領域から２科目４単位以上、社会系の複数
の学問領域から２科目４単位以上を修得するこ
と。

入
門
科
目

大学入門ゼミA

大学入門ゼミB

データサイエンス入門

　キ　ャ　リ　ア　科　目

基
　
　
幹
　
　
科
　
　
目

自
　
然
　
分
　
野

「数学」「物理学」「化学」について、左記以外の
科目は卒業に必要な単位には含まれない。

総合英語Ⅰ・Ⅱ

総合英語Ⅲ・Ⅳ

計

 
外
　
国
　
語
　
科
　
目

コミュニケーション英語Ａ

コミュニケーション英語Ｂ

実践英語Ａ

選択

計 1

修 得 単 位 数 合 計

計

健康スポーツ科目
1(前期又は

後期)

全
　
　
　
　
　
学
　
　
　
　
　
共
　
　
　
　
　
通
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

1 1 １年次に履修した言語を２年次に履修可能。

必修 1 1 １つの言語を選択し２単位修得すること。

実践英語Ｂ
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別表第３の４

前 後 前 後 前 後 前 後

必修 2

必修 2

必修 1

必修 1

6 　　６６単単位位

　　　　人間と文化

　　　　人間と科学

　　　　人間と環境

　　　　健康と生命 2 2

　　　　世界と地域 2 2

　　　　教養ゼミナール 2 2

2 2

人文・社会分野 2 2

生物学

化学

地学 　８単位以上

物理学

 力学基礎 必修 2

数学

 微分積分学Ⅰ 必修 2

 微分積分学Ⅱ 必修 2

 線形代数 必修 2 　８単位

選択 2

14 14 2 ２２１１単単位位以以上上

コミュニケーション英語A 必修 1

コミュニケーション英語B 必修 1

実践英語A 必修 1

実践英語B 必修 1

総合英語Ⅰ・Ⅱ 必修 1 1

総合英語Ⅲ・Ⅳ 必修 1 1

 ドイツ語基礎Ⅰ・Ⅱ

 フランス語基礎Ⅰ・Ⅱ

 中国語基礎Ⅰ・Ⅱ 必修 1 1

 韓国語基礎Ⅰ・Ⅱ

 スペイン語基礎Ⅰ・Ⅱ

 ドイツ語応用Ⅰ・Ⅱ

 フランス語応用Ⅰ・Ⅱ

 中国語応用Ⅰ・Ⅱ 選択 1 1

 韓国語応用Ⅰ・Ⅱ

 スペイン語応用Ⅰ・Ⅱ

3 3 3 3 １１００単単位位以以上上

必修

　　１１単単位位以以上上

３３８８単単位位以以上上

全学共通科目の授業科目及び単位数については、「全学共通科目開設一覧表」を参照すること。

全全  学学  共共  通通  科科  目目  教教  育育  課課  程程  表表　　（（工工学学部部　　社社会会シシスステテムム土土木木系系学学科科））

科　目　区　分　等

単位数・履修年次

備　　　　　　考１　年

地球科学実験演習は、土木工学プログラムに
おいては修得することが望ましい。社会デザイ
ンプログラムにおいては卒業に必要な単位に
は含まれない。

２　 年 ３　年 ４　年

大学入門ゼミ

情報リテラシ

キャリア入門

データサイエンス入門

計

地球科学実験演習

計

外
　
国
　
語
　
科
　
目

英　語

１つの言語を選択し２単位修得すること。

１年次に履修した言語を２年次に履修可能。

計

教
　
　
　
養
　
　
　
科
　
　
　
目

主
題
科
目

選択

基幹科目（人文・社会分野）については、選択
必修科目のうち、人文系の複数の学問領域か
ら２科目４単位以上、社会系の複数の学問領
域から２科目４単位以上を修得すること。
自然分野の地学から「地球科学（２単位）」を１
年次に修得することが望ましい。

　キ　ャ　リ　ア　科　目

基
　
　
幹
　
　
科
　
　
目

自
　
然
　
分
　
野

「物理学」「数学」について、左記以外の科目は
卒業に必要な単位には含まれない。

健康スポーツ科目
1(前期又は

後期)

計 1

修　得　単　位　数　合　計

全
　
　
　
　
　
学
　
　
　
　
　
共
　
　
　
　
　
通
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

入
門
科
目

実験演習分野
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2233．．全全学学共共通通科科目目開開設設一一覧覧表表ににつついいてて  
  これについては，『全学共通科目履修案内』に詳細が記載されているので熟読しておくこと。 

 

2244．．鳥鳥取取大大学学ににおおけけるる外外国国人人留留学学生生にに対対すするる授授業業科科目目等等のの
特特例例にに関関すするる規規程程  

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、鳥取大学全学共通科目履修規則（平成５年鳥取大学規則第３号）第４条第１項の

規定に基づき、外国人留学生（以下「留学生」という。）の授業科目の取扱いについて特例を定める

ものとする。 

 

 （授業科目及び単位数） 

第２条 留学生に開設する日本語・日本事情に関する授業科目及び単位数は、次のとおりとする。 

 

授 業 科 目 
単 位 数       

前 期 後 期 

日本語実践Ⅰ 

日本語実践Ⅱ 

日本語の表現技法Ⅰ 

日本語の表現技法Ⅱ 

学部留学生のための日本語Ⅰ 

学部留学生のための日本語Ⅱ 

日本文化事情Ⅰ 

日本文化事情Ⅱ 

日本社会事情Ⅰ 

日本社会事情Ⅱ 

１ 

 

１ 

 

１ 

 

２ 

 

２ 

 

１ 

 

１ 

 

１ 

 

２ 

 

２ 

 

 （単位の認定） 

第３条 留学生が前条に掲げる授業科目を履修し修得した単位は、各学部において定める修得すべき単

位数のうち１２単位を超えない範囲内において、次に掲げる単位として認定することができる。 

  一 教養科目（農学部共同獣医学科にあっては人文・社会科学科目群及び複合領域科目群）につい

ては、８単位までを｢日本文化事情」及び｢日本社会事情｣の単位 

二 外国語科目(農学部共同獣医学科にあっては外国語科目群)については，６単位までを「日本語

実践」，「日本語の表現技法」及び「学部留学生のための日本語」の単位 

 

  (単位認定の申請) 

第４条 前条に掲げる単位の認定を受けようとする留学生は，所定の様式を所属学部長へ提出するもの

とする。 

２ 前項の申請期間は，各学期の末日までとする。 

 

   附 則 

１ この規則は，令和２年４月１日から施行する。 
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25．工学部各学科の概要 
 
 
 
 
    （１）機械物理系学科  -------------------------------------------------  

 

    （２）電気情報系学科  -------------------------------------------------  

 

    （３）化学バイオ系学科  -----------------------------------------------  

 

（４）社会システム土木系学科  -----------------------------------------  

52

60

64

67





            

 

  

（１）機械物理系学科 

１１．．機機械械物物理理系系学学科科のの学学習習・・教教育育目目標標 
本学及び工学部の「卒業認定・学位授与方針」に基づき，本学科の学習・教育目標を以下のように設定

します。 

(A) 機械物理系工学の学習の基礎となる数学，物理学，情報技術に加えて，専門としての機械工学，
航空宇宙工学，ロボティクス，物理工学，医工学などに関する知識を身につけ，工学上の問題解

決のためにそれらを活用しうるとともに，大学院での研究およびより高度な技術者を目指した勉

学をするにふさわしい基礎能力を養成します。 
(B) 理論，実験，数値シミュレーションによる取組みを自ら計画し，結果を解析するとともに，工
学的に考察する能力を養い，技術者として自分で問題を見出し解決する能力を養成します。すな

わち，直面する技術的課題に対して，要求される条件と克服すべき問題点を見出し，解決への手

法の選定とそれに必要な総合的な知識と技術の継続的な獲得を図り，答にたどり着くようなエン

ジニアリングデザイン的な素養を醸成します。 
(C) 日本語によって自分の考えを正しく伝え，相手と意思の疎通を図るコミュニケーション能力を
養います。さらに，英語でのコミュニケーションを行うための基礎能力を養います。聞く，読む，

話す，書くという手段により，相手の意図を的確に理解し，自分の考えを正しく相手に伝えられ

るようにします。 
(D) 社会や市民生活，あるいは自然との関連が深い技術者として高い倫理観を持ち，自分の仕事の
社会的な意義と影響および自然や環境に及ぼす効果を理解することにより，社会に対する責任感

を養成します。 
(E) 広い視野と社会的な良識を持ち，多様な価値観が共存しうることを踏まえ，人間・社会・環境の
いずれにも配慮した視点を用いる能力を養成します。 

２２．．機機械械物物理理系系学学科科ののププロロググララムムににつついいてて 
機械物理系学科では，ものづくりの中核である機械工学プログラム，流体現象や熱エネルギーを主とす

る航空宇宙プログラム，メカトロニクスやロボティクスを主とするロボティクスプログラム，ものの原理・

仕組みの物理・数理面を主とする物理工学プログラム，工学と医学の境界領域を主とする医工学プログラ

ムの５つの教育プログラムを設けています。各プログラムの養成人材像は次の通りです。 

（１）機械工学プログラム 

材料，設計をはじめとする種々の機械工学に対応できる人材 

（２）航空宇宙工学プログラム 

航空や宇宙に関わる基礎学力を活用できる人材 

（３）ロボティクスプログラム 

ロボティクス，メカトロニクスを総合的に活用できる人材 

（４）物理工学プログラム 

ものづくりの根幹である物理現象を深く理解し，工学的応用を指向できる人材 

（５）医工学プログラム 

機械物理系の工学知識を医学分野に応用できる人材 

３３．．GGPPAA制制度度とと各各種種表表彰彰・・推推薦薦制制度度等等  

学業優秀者は，学長表彰，工学部長表彰等の各種表彰制度や大学院推薦入試への推薦等により優遇され

ます。学業優秀者の判定には，GPA(Grade Point Average)ポイントが使われます。また，GPAポイントはプ
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ログラムの希望先の決定等にも使われます。なお，GPA 制度の詳細については，全学共通科目の履修案内
を参照して下さい。 
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前
　

　
期

後
　

　
期

前
　

　
期

後
　

　
期

前
　

　
期

後
　

　
期

前
　

　
期

後
　

　
期

コ コ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
英英
語語
AA

実実
践践
英英
語語
AA

総総
合合
英英
語語
ⅠⅠ

総総
合合
英英
語語
ⅡⅡ

ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
英英
語語
BB

実実
践践
英英
語語
BB

総総
合合
英英
語語
ⅢⅢ

総総
合合
英英
語語
ⅣⅣ

第第
二二
外外
国国
語語
ⅠⅠ

第第
二二
外外
国国
語語
ⅡⅡ

第
二
外
国
語
Ⅰ

第
二
外
国
語
Ⅱ

大 大
学学
入入
門門
ゼゼ
ミミ

情情
報報
リリ
テテ
ララ
シシ

キキ
ャャ
リリ
アア
入入
門門

デデ
ーー
タタ
ササ
イイ
エエ
ンン
スス
入入
門門

主
題
科
目

主
題
科
目

主
題
科
目

主
題
科
目

主
題
科
目

主
題
科
目

キ
ャ
リ
ア
科
目

キ
ャ
リ
ア
科
目

キ
ャ
リ
ア
科
目

キ
ャ
リ
ア
科
目

キ
ャ
リ
ア
科
目

キ
ャ
リ
ア
科
目

人
文
・
社
会
分
野

人
文
・
社
会
分
野

人
文
・
社
会
分
野

人
文
・
社
会
分
野

人
文
・
社
会
分
野

人
文
・
社
会
分
野

自
然
分
野

自
然
分
野

自
然
分
野

自
然
分
野

自
然
分
野

自
然
分
野

健
康

ス
ポ

ー
ツ

健健
康康
スス
ポポ
ーー
ツツ

健健
康康
スス
ポポ
ーー
ツツ

微微
分分
積積
分分
学学
ⅠⅠ

微微
分分
積積
分分
学学
ⅡⅡ

線線
形形
代代
数数
ⅠⅠ

線線
形形
代代
数数
ⅡⅡ

基基
礎礎
物物
理理
学学
ⅠⅠ

基基
礎礎
物物
理理
学学
ⅡⅡ

物物
理理
学学
実実
験験
演演
習習

化
学

化
学
概
論

工 工
業業
数数
学学

常常
微微
分分
方方
程程
式式
ⅠⅠ

確確
率率
統統
計計
学学

ププ
ロロ
ググ
ララ
ミミ
ンン
ググ
基基
礎礎

力力
学学

機機
械械
設設
計計
製製
図図
基基
礎礎

太太
字字
ゴゴ
シシ
ッッ
クク

は
必

修
科

目
，

下
線

は
選

択
Ⅰ

（
推

奨
科

目
）
で

あ
る

。

卒
業
要
件
（
下
記
修
得
の
こ
と
）

(1
)基
幹
科
目
（
人
文
・
社
会
分
野
）
の
う
ち
、
「
哲
学
・
倫
理
学
」

「
心
理
学
」
「
芸
術
入
門
」
「
文
学
」
か
ら
２
科
目
４
単
位
以
上
、

「
憲
法
学
」
「
政
治
学
」
「
経
済
学
」
「
歴
史
学
」
か
ら
２
科
目
４
単
位

以
上
を
修
得
す
る
こ
と
。

(2
)合
計
8
単
位
以
上
。

機機
械械
物物
理理
系系
学学
科科

カカ
リリ
キキ
ュュ
ララ
ムム
ママ
ッッ
ププ
　　
及及
びび
　　
単単
位位
取取
得得
状状
況況
自自
己己
管管
理理
表表

学
籍

番
号

１
　

　
　

年
２

　
　

　
年

３
　

　
　

年
４

　
　

　
年

氏
  
名

共 通 科 目

外
国

語

入
門

科
目

主
題

，
キ

ャ
リ
ア

，
人

文
・
社

会
，

自
然

分
野

卒 卒
業業
研研
究究
着着
手手
条条
件件

1
.原
則
と
し
て
次
の
2
条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

(1
)全
学
共
通
科
目
に
つ
い
て
は
4
3
単
位
以
上
（
入

門
科
目
6
単
位
，
教
養
科
目
2
6
単
位
以
上
(う
ち
必

修
1
4
単
位
，
選
択
8
単
位
以
上
)，
外
国
語
科
目
1
0

単
位
以
上
，
健
康
ス
ポ
ー
ツ
科
目
1
単
位
以
上
）
を

修
得
し
て
い
る
こ
と
。

(2
)専
門
科
目
に
つ
い
て
は
6
0
単
位
以
上
（
う
ち
必

修
3
6
単
位
以
上
）
を
修
得
し
て
い
る
こ
と
。

2
.卒
業
研
究
の
着
手
時
期
は
，
原
則
と
し
て
4
月
で

あ
る
が
，
1
0
月
着
手
も
認
め
る
こ
と
が
あ
る
。

物
理

１ 年 次 専 門 科 目

数
学

計
算

科
学

力
学

・
材

料
力

学

機
械

設
計

・
加

工
・
実

験

プ プ
ロロ
ググ
ララ
ムム
選選
択択
・・
22
年年
次次
へへ
のの
進進
級級
条条
件件
，，
及及
びび
，，

22
年年
次次
以以
降降
のの
専専
門門
科科
目目
のの
履履
修修
制制
限限

(1
)　
2
年
次
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
選
択
に
は
，
1
年
次
終
了
時
に
お
い
て
左
記
太
字
ゴ
シ
ッ
ク
の
基
礎
1
3
科
目
の
う
ち

8
科
目
以
上
の
単
位
を
修
得
し
て
い
る
こ
と
。

(2
)　
プ
ロ
グ
ラ
ム
選
択
の
条
件
を
満
た
さ
な
い
者
は
，
2
年
次
以
上
の
専
門
科
目
を
履
修
で
き
な
い
。

機 械 物 理 系 基 礎 科 目

基 幹 科 目

数
学
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前
　

　
期

後
　

　
期

前
　

　
期

後
　

　
期

前
　

　
期

後
　

　
期

前
　

　
期

後
　

　
期

常
微
分
方
程
式
Ⅱ

フ
ー
リ
エ
解
析

ベ ベ
クク
トト
ルル
解解
析析

複
素
関
数
論

数
値
計
算

数
値
解
析
学

物
理
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

材材
料料
力力
学学
ⅠⅠ

材材
料料
力力
学学
ⅡⅡ

弾
性
力
学

流流
体体
力力
学学
基基
礎礎

圧
縮
性
流
体
力
学

粘
性
流
体
力
学

数
値
流
体
力
学

確
率
過
程

統
計
力
学

量
子
物
質
科
学
Ⅰ

量
子
物
質
科
学
Ⅱ

機 機
械械
工工
作作
実実
習習

機機
械械
物物
理理
系系
実実
験験
ⅠⅠ

機機
械械
物物
理理
系系
実実
験験
ⅡⅡ

機機
械械
設設
計計
製製
図図
ⅠⅠ

機機
械械
設設
計計
製製
図図
ⅡⅡ

機機
械械
設設
計計
学学
ⅠⅠ

機
械
設
計
学
Ⅱ

機機
構構
学学

機機
械械
製製
作作
法法

機
械
加
工
学

電
気
電
子
工
学
概
論

電
磁
気
学
Ⅰ

電
磁
気
学
Ⅱ

振振
動動
工工
学学

振
動
波
動
の
基
礎
数
理

連連
続続
体体
振振
動動
のの
数数
理理

熱熱
力力
学学

エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー
変変
換換
工工
学学

伝伝
熱熱
工工
学学

熱
機
関
学

航
空
宇
宙
工
学
概
論

航
空
機
力
学

推
進
工
学

材材
料料
科科
学学
ⅠⅠ

材材
料料
科科
学学
ⅡⅡ

材
料
強
度
学

塑
性
加
工

物
性
物
理
学

計 計
測測
工工
学学

制制
御御
工工
学学
ⅠⅠ

制
御
工
学
Ⅱ

ロ
ボ
ッ
ト
工
学

パ
タ
ー
ン
認
識
論

画
像
情
報
処
理

人
工
知
能

実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅰ

実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅱ

技
術
英
語

技技
術術
者者
倫倫
理理

機
械
物
理
系
特
別
講
義
Ⅰ
（
Ⅱ
）

機
械
物
理
系
特
別
講
義
Ⅱ
（
Ⅰ
）

国
際

実
践

科
目

Ⅰ

国
際

実
践

科
目

Ⅱ

英
語

で
プ

レ
ゼ

ン

教
育
実
習
指
導
（
中
等
）

中
等
教
育
実
習
Ⅰ

中
等
教
育
実
習
Ⅱ

職
業
指
導

工
業
概
論

工
業
科
教
育
法
Ⅰ

工
業
科
教
育
法
Ⅱ

数
学
学
習
指
導
分
析
Ⅰ

数
学
学
習
指
導
分
析
Ⅱ

算
数
・
数
学
学
習
指
導
論

数
学
学
習
指
導
設
計

そ
の

他

４
　

　
　

年

ロ
ボ

ッ
ト

学
外
実
習
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

卒 卒
　　
業業
　　
研研
　　
究究

機
械

設
計

・
加

工
・
実

験

数
学

計
算

科
学

熱
エ

ネ
ル

ギ
ー

航
空

宇
宙

材
料

・
物

性

電
磁

気
学

振
動

波
動

３
　

　
　

年
学

籍
番

号

 氏
  

名

制
御

工
学

実
践

教
育

プ ロ グ ラ ム 別

機機 械械 工工 学学 ププ ロロ ググ ララ ムム

力
学

・
材

料
力

学

流
体

力
学

統
計

・
量

子
力

学

１
　

　
　

年
２

　
　

　
年

学
部

共
通

◎
教
育
実
習
指
導
（
中
等
）
は
3
～
4
年
次
に
実
施

◎
中
等
教
育
実
習
Ⅰ
は
3
～
4
年
次
に
実
施

そ
の

他
（
卒

業
に

必
要

な
単

位
に

含
ま

な
い

）

◎
中
等
教
育
実
習
Ⅱ
は
4
年
次
に
実
施

教
職

関
係

科
目

(数
学

)

教
職

関
係

科
目

教
職

関
係

科
目

(工
業

)
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前
　

　
期

後
　

　
期

前
　

　
期

後
　

　
期

前
　

　
期

後
　

　
期

前
　

　
期

後
　

　
期

常
微
分
方
程
式
Ⅱ

フ フ
ーー
リリ
エエ
解解
析析

ベベ
クク
トト
ルル
解解
析析

複複
素素
関関
数数
論論

数
値
計
算

数
値
解
析
学

物
理
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

材材
料料
力力
学学
ⅠⅠ

材
料
力
学
Ⅱ

弾弾
性性
力力
学学

流流
体体
力力
学学
基基
礎礎

圧圧
縮縮
性性
流流
体体
力力
学学

粘粘
性性
流流
体体
力力
学学

数
値
流
体
力
学

確
率
過
程

統
計
力
学

量
子
物
質
科
学
Ⅰ

量
子
物
質
科
学
Ⅱ

機
械
工
作
実
習

機 機
械械
物物
理理
系系
実実
験験
ⅠⅠ

機機
械械
物物
理理
系系
実実
験験
ⅡⅡ

機
械
設
計
製
図
Ⅰ

機機
械械
設設
計計
製製
図図
ⅡⅡ

機
械
設
計
学
Ⅰ

機
械
設
計
学
Ⅱ

機
構
学

機
械
製
作
法

機
械
加
工
学

電電
気気
電電
子子
工工
学学
概概
論論

電
磁
気
学
Ⅰ

電
磁
気
学
Ⅱ

振振
動動
工工
学学

振振
動動
波波
動動
のの
基基
礎礎
数数
理理

連
続
体
振
動
の
数
理

熱熱
力力
学学

エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー
変変
換換
工工
学学

伝伝
熱熱
工工
学学

熱
機
関
学

航
空
宇
宙
工
学
概
論

航航
空空
機機
力力
学学

推推
進進
工工
学学

材材
料料
科科
学学
ⅠⅠ

材
料
科
学
Ⅱ

材
料
強
度
学

塑
性
加
工

物
性
物
理
学

計
測
工
学

制 制
御御
工工
学学
ⅠⅠ

制制
御御
工工
学学
ⅡⅡ

ロ
ボ
ッ
ト
工
学

パ
タ
ー
ン
認
識
論

画
像
情
報
処
理

人
工
知
能

実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅰ

実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅱ

技
術
英
語

技技
術術
者者
倫倫
理理

機
械
物
理
系
特
別
講
義
Ⅰ
（
Ⅱ
）

機
械
物
理
系
特
別
講
義
Ⅱ
（
Ⅰ
）

国
際

実
践

科
目

Ⅰ

国
際

実
践

科
目

Ⅱ

英
語

で
プ

レ
ゼ

ン

教
育
実
習
指
導
（
中
等
）

中
等
教
育
実
習
Ⅰ

中
等
教
育
実
習
Ⅱ

職
業
指
導

工
業
概
論

工
業
科
教
育
法
Ⅰ

工
業
科
教
育
法
Ⅱ

数
学
学
習
指
導
分
析
Ⅰ

数
学
学
習
指
導
分
析
Ⅱ

算
数
・
数
学
学
習
指
導
論

数
学
学
習
指
導
設
計

学
籍

番
号

 氏
  

名

プ ロ グ ラ ム 別

航 航 空空 宇宇 宙宙 工工 学学 ププ ロロ ググ ララ ムム

数
学

計
算

科
学

力
学

・
材

料
力

学

流
体

力
学

材
料

・
物

性

ロ
ボ

ッ
ト

統
計

・
量

子
力

学

機
械

設
計

・
加

工
・
実

験

電
磁

気
学

振
動

波
動

熱
エ

ネ
ル

ギ
ー

航
空

宇
宙

制
御

工
学

そ
の

他
（
卒

業
に

必
要

な
単

位
に

含
ま

な
い

）

実
践

教
育

そ
の

他

学
部

共
通

◎
中
等
教
育
実
習
Ⅰ
は
3
～
4
年
次
に
実
施

卒卒
　　
業業
　　
研研
　　
究究

学
外
実
習
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

教
職

関
係

科
目

(工
業

)

教
職

関
係

科
目

(数
学

)

教
職

関
係

科
目

◎
中
等
教
育
実
習
Ⅱ
は
4
年
次
に
実
施

１
　

　
　

年
２

　
　

　
年

３
　

　
　

年
４

　
　

　
年

◎
教
育
実
習
指
導
（
中
等
）
は
3
～
4
年
次
に
実
施
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前
　

　
期

後
　

　
期

前
　

　
期

後
　

　
期

前
　

　
期

後
　

　
期

前
　

　
期

後
　

　
期

常
微
分
方
程
式
Ⅱ

フ フ
ーー
リリ
エエ
解解
析析

ベベ
クク
トト
ルル
解解
析析

複複
素素
関関
数数
論論

数
値
計
算

数
値
解
析
学

物
理
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

材材
料料
力力
学学
ⅠⅠ

材
料
力
学
Ⅱ

弾
性
力
学

流流
体体
力力
学学
基基
礎礎

圧
縮
性
流
体
力
学

粘
性
流
体
力
学

数
値
流
体
力
学

確
率
過
程

統
計
力
学

量
子
物
質
科
学
Ⅰ

量
子
物
質
科
学
Ⅱ

機 機
械械
工工
作作
実実
習習

機機
械械
物物
理理
系系
実実
験験
ⅠⅠ

機機
械械
物物
理理
系系
実実
験験
ⅡⅡ

機機
械械
設設
計計
製製
図図
ⅠⅠ

機機
械械
設設
計計
製製
図図
ⅡⅡ

機機
械械
設設
計計
学学
ⅠⅠ

機
械
設
計
学
Ⅱ

機機
構構
学学

機
械
製
作
法

機
械
加
工
学

電 電
気気
電電
子子
工工
学学
概概
論論

電
磁
気
学
Ⅰ

電
磁
気
学
Ⅱ

振振
動動
工工
学学

振
動
波
動
の
基
礎
数
理

連連
続続
体体
振振
動動
のの
数数
理理

熱熱
力力
学学

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
工
学

伝伝
熱熱
工工
学学

熱
機
関
学

航
空
宇
宙
工
学
概
論

航
空
機
力
学

推
進
工
学

材材
料料
科科
学学
ⅠⅠ

材
料
科
学
Ⅱ

材
料
強
度
学

塑
性
加
工

物
性
物
理
学

計 計
測測
工工
学学

制制
御御
工工
学学
ⅠⅠ

制制
御御
工工
学学
ⅡⅡ

ロロ
ボボ
ッッ
トト
工工
学学

パ
タ
ー
ン
認
識
論

画
像
情
報
処
理

人
工
知
能

実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅰ

実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅱ

技
術
英
語

技技
術術
者者
倫倫
理理

機
械
物
理
系
特
別
講
義
Ⅰ
（
Ⅱ
）

機
械
物
理
系
特
別
講
義
Ⅱ
（
Ⅰ
）

国
際

実
践

科
目

Ⅰ

国
際

実
践

科
目

Ⅱ

英
語

で
プ

レ
ゼ

ン

教
育
実
習
指
導
（
中
等
）

中
等
教
育
実
習
Ⅰ

中
等
教
育
実
習
Ⅱ

職
業
指
導

工
業
概
論

工
業
科
教
育
法
Ⅰ

工
業
科
教
育
法
Ⅱ

数
学
学
習
指
導
分
析
Ⅰ

数
学
学
習
指
導
分
析
Ⅱ

算
数
・
数
学
学
習
指
導
論

数
学
学
習
指
導
設
計

学
部

共
通

◎
中
等
教
育
実
習
Ⅱ
は
4
年
次
に
実
施

ロ
ボ

ッ
ト

実
践

教
育

そ
の

他
（
卒

業
に

必
要

な
単

位
に

含
ま

な
い

）

そ
の

他

教
職

関
係

科
目

(工
業

)

教
職

関
係

科
目

(数
学

)

教
職

関
係

科
目

１
　

　
　

年

材
料

・
物

性

電
磁

気
学

振
動

波
動

熱
エ

ネ
ル

ギ
ー

航
空

宇
宙

制
御

工
学

数
学

計
算

科
学

力
学

・
材

料
力

学

流
体

力
学

統
計

・
量

子
力

学

学
籍

番
号

 氏
  

名

プ ロ グ ラ ム 別

ロロ ボボ テテ ィィ クク スス ププ ロロ ググ ララ ムム

２
　

　
　

年

機
械

設
計

・
加

工
・
実

験

４
　

　
　

年

◎
教
育
実
習
指
導
（
中
等
）
は
3
～
4
年
次
に
実
施

◎
中
等
教
育
実
習
Ⅰ
は
3
～
4
年
次
に
実
施

学
外
実
習
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

卒 卒
　　
業業
　　
研研
　　
究究

３
　

　
　

年
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前
　

　
期

後
　

　
期

前
　

　
期

後
　

　
期

前
　

　
期

後
　

　
期

前
　

　
期

後
　

　
期

常 常
微微
分分
方方
程程
式式
ⅡⅡ

フフ
ーー
リリ
エエ
解解
析析

ベベ
クク
トト
ルル
解解
析析

複複
素素
関関
数数
論論

数数
値値
計計
算算

数数
値値
解解
析析
学学

物
理
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

材材
料料
力力
学学
ⅠⅠ

材
料
力
学
Ⅱ

弾
性
力
学

流流
体体
力力
学学
基基
礎礎

圧
縮
性
流
体
力
学

粘粘
性性
流流
体体
力力
学学

数
値
流
体
力
学

確
率
過
程

統 統
計計
力力
学学

量量
子子
物物
質質
科科
学学
ⅠⅠ

量量
子子
物物
質質
科科
学学
ⅡⅡ

機
械
工
作
実
習

機機
械械
物物
理理
系系
実実
験験
ⅠⅠ

機機
械械
物物
理理
系系
実実
験験
ⅡⅡ

機
械
設
計
製
図
Ⅰ

機
械
設
計
製
図
Ⅱ

機
械
設
計
学
Ⅰ

機
械
設
計
学
Ⅱ

機
構
学

機
械
製
作
法

機
械
加
工
学

電
気
電
子
工
学
概
論

電 電
磁磁
気気
学学
ⅠⅠ

電
磁
気
学
Ⅱ

振振
動動
工工
学学

振振
動動
波波
動動
のの
基基
礎礎
数数
理理

連連
続続
体体
振振
動動
のの
数数
理理

熱熱
力力
学学

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
工
学

伝
熱
工
学

熱
機
関
学

航
空
宇
宙
工
学
概
論

航
空
機
力
学

推
進
工
学

材
料
科
学
Ⅰ

材
料
科
学
Ⅱ

材
料
強
度
学

塑
性
加
工

物 物
性性
物物
理理
学学

計
測
工
学

制
御
工
学
Ⅰ

制
御
工
学
Ⅱ

ロ
ボ
ッ
ト
工
学

パ
タ
ー
ン
認
識
論

画
像
情
報
処
理

人
工
知
能

実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅰ

実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅱ

技
術
英
語

技技
術術
者者
倫倫
理理

機
械
物
理
系
特
別
講
義
Ⅰ
（
Ⅱ
）

機
械
物
理
系
特
別
講
義
Ⅱ
（
Ⅰ
）

国
際
実
践
科
目
Ⅰ

国
際
実
践
科
目
Ⅱ

英
語
で
プ
レ
ゼ
ン

教
育
実
習
指
導
（
中
等
）

中
等
教
育
実
習
Ⅰ

中
等
教
育
実
習
Ⅱ

職
業
指
導

工
業
概
論

工
業
科
教
育
法
Ⅰ

工
業
科
教
育
法
Ⅱ

数
学
学
習
指
導
分
析
Ⅰ

数
学
学
習
指
導
分
析
Ⅱ

算
数
・
数
学
学
習
指
導
論

数
学
学
習
指
導
設
計

学
部
共
通

◎
中
等
教
育
実
習
Ⅱ
は
4
年
次
に
実
施

ロ
ボ
ッ
ト

実
践
教
育

そ
の
他

（
卒
業
に
必

要
な
単
位

に
含
ま
な

い
）

そ
の
他

教
職
関
係
科
目

(工
業
)

教
職
関
係
科
目

(数
学
)

教
職
関
係
科
目

１
　
　
　
年

材
料
・
物
性

電
磁
気
学

振
動
波
動

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

航
空
宇
宙

制
御
工
学

数
学

計
算
科
学

力
学
・

材
料
力
学

流
体
力
学

統
計
・

量
子
力
学

学
籍

番
号

 
氏

 
 
名

プ ロ グ ラ ム 別

物物 理理 工工 学学 ププ ロロ ググ ララ ムム

２
　
　
　
年

機
械
設
計
・

加
工
・
実
験

４
　
　
　
年

◎
教
育
実
習
指
導
（
中
等
）
は
3
～
4
年
次
に
実
施

◎
中
等
教
育
実
習
Ⅰ
は
3
～
4
年
次
に
実
施

学
外
実
習
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

卒 卒
　　
業業
　　
研研
　　
究究

３
　
　
　
年
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前
　

　
期

後
　

　
期

前
　

　
期

後
　

　
期

前
　

　
期

後
　

　
期

前
　

　
期

後
　

　
期

常
微
分
方
程
式
Ⅱ

フフ
ーー
リリ
エエ
解解
析析

ベベ
クク
トト
ルル
解解
析析

複複
素素
関関
数数
論論

数
値
計
算

数
値
解
析
学

物
理
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

材材
料料
力力
学学
ⅠⅠ

材
料
力
学
Ⅱ

弾
性
力
学

流流
体体
力力
学学
基基
礎礎

粘
性
流
体
力
学

数
値
流
体
力
学

確
率
過
程

統
計
力
学

機機
械械
工工
作作
実実
習習

機機
械械
物物
理理
系系
実実
験験
ⅠⅠ

機機
械械
物物
理理
系系
実実
験験
ⅡⅡ

機機
械械
設設
計計
製製
図図
ⅠⅠ

機機
械械
設設
計計
製製
図図
ⅡⅡ

機
構
学

電
気
電
子
工
学
概
論

電電
磁磁
気気
学学
ⅠⅠ

振振
動動
工工
学学

振
動
波
動
の
基
礎
数
理

熱熱
力力
学学

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
工
学

伝
熱
工
学

人人
体体
のの
構構
造造
とと
機機
能能

医医
工工
融融
合合
実実
践践
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト

組
織
学
（
工
）

健健
康康
とと
生生
体体
情情
報報

生
理
学
（
工
）

材材
料料
科科
学学
ⅠⅠ

材
料
科
学
Ⅱ

材
料
強
度
学

計
測
工
学

制制
御御
工工
学学
ⅠⅠ

制制
御御
工工
学学
ⅡⅡ

ロロ
ボボ
ッッ
トト
工工
学学

パ
タ
ー
ン
認
識
論

画
像
情
報
処
理

人
工
知
能

技
術
英
語

技技
術術
者者
倫倫
理理

機
械
物
理
系
特
別
講
義
Ⅰ
（
Ⅱ
）

機
械
物
理
系
特
別
講
義
Ⅱ
（
Ⅰ
）

国
際

実
践

科
目

Ⅰ

国
際

実
践

科
目

Ⅱ

英
語

で
プ

レ
ゼ

ン

教
育
実
習
指
導
（
中
等
）

中
等
教
育
実
習
Ⅰ

中
等
教
育
実
習
Ⅱ

職
業
指
導

工
業
概
論

工
業
科
教
育
法
Ⅰ

工
業
科
教
育
法
Ⅱ

数
学
学
習
指
導
分
析
Ⅰ

数
学
学
習
指
導
分
析
Ⅱ

算
数
・
数
学
学
習
指
導
論

数
学
学
習
指
導
設
計

学
部

共
通

プ ロ グ ラ ム 別

医医 工工 学学 ププ ロロ ググ ララ ムム

そ
の

他
（
卒

業
に

必
要

な
単

位
に

含
ま

な
い

）
教

職
関

係
科

目
(数

学
)

そ
の

他

教
職

関
係

科
目

(工
業

)

熱
エ

ネ
ル

ギ
ー

生
命

科
学

材
料

・
物

性

卒卒
　　
業業
　　
研研
　　
究究

学
外
実
習
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

教
職

関
係

科
目

◎
教
育
実
習
指
導
（
中
等
）
は
3
～
4
年
次
に
実
施

◎
中
等
教
育
実
習
Ⅰ
は
3
～
4
年
次
に
実
施

◎
中
等
教
育
実
習
Ⅱ
は
4
年
次
に
実
施

制
御

工
学

ロ
ボ

ッ
ト

実
践

教
育

航
空

宇
宙

数
学

計
算

科
学

力
学

・
材

料
力

学

流
体

力
学

統
計

・
量

子
力

学

機
械

設
計

・
加

工
・
実

験

４
　

　
　

年

 氏
  
名

電
磁

気
学

振
動

波
動

学
籍

番
号

１
　

　
　

年
２

　
　

　
年

３
　

　
　

年
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（２）電気情報系学科

１１．．電電気気情情報報系系学学科科のの学学習習・・教教育育目目標標 
鳥取大学の「卒業認定・学位授与の方針」を踏まえ，本学科の学習・教育目標を以下のように

設定しています。

(1)地球の環境と人類の幸福・福祉を考え，社会に対する責任や倫理観を自覚する知的・道徳

的能力を養う。

(2)電気情報系分野の基礎知識や専門知識に基づいて総合的・系統的に思考し，新技術開発や

問題解決を行う能力を養う。

(3)自律的・主体的・継続的に学習する能力を養う。

(4)論理的な記述，発表，討議などのコミュニケーション能力および他者と協働して実践する

能力を養う。

(5)多様な価値観や地域特性，文化的背景の存在を踏まえ，柔軟で視野の広いものの考え方が

できる能力を養う。

２２．．履履修修上上のの注注意意事事項項 
   履修に当たって
卒業までに最低限必要な修得単位数については，履修の手引きの「卒業に必要な修得単位数」

の項や，詳しくは全学共通科目・専門科目の電気情報系学科教育課程表に記載のとおりです。また，

専門科目の必修科目等の内訳は，2 年次からの選択プログラムによって異なりますので，専門科目
教育課程表で確認してください。

「科目関連表 兼 単位修得状況自己管理表」には，学年ごとの開講科目と共に，科目間の関係も

示しています。また，各科目についてプログラム毎に必修・推奨・選択の区別，さらには卒業研究

着手条件，卒業要件も記載されており，卒業までに必要な単位を修得するためのチェックリストと

しても使えるようになっていますので活用してください。

   補講

授業回数は 15 回です。休講の場合は，補講を行います。補講は，５限目以降や土曜日の午前中
などに実施することもあります。 

   その他

科目の詳細についてはシラバスを参照してください。不明な点の内，個々の科目については科

目担当教員に，授業時間割などカリキュラム全般に関しては学務委員に，また自身の成績など学業

全般に関しては学級教員，あるいは指導教員に相談してください。
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３３．．電電気気情情報報系系学学科科ののププロロググララムム  
・電気電子工学プログラム 

電気電子工学プログラムでは，電子デバイスやパワーエレクトロニクスに重点を置き，主に物

理・物性，半導体・材料，電気・電子回路，電力等の学問を学ぶことにより，将来これらを駆使し

て情報社会の基盤となる技術に携われる人材になることを目指す。具体的には主に下記の分野を学

ぶ。①電気電子現象の基礎となる物理（統計力学，電磁気学，量子力学等）。②ハードウェアを支

える電子材料や電子デバイスをシステム化する回路理論（半導体，電気電子材料，電気回路，電子

回路等）。③パワーエレクトロニクス（電気機器，電力等）。卒業後は，大学院進学や電気関連

（電機，電子デバイス，電力等の分野）の他，情報通信・製造業における技術者・研究者として

活躍することが期待される。 

 

・コンピュータサイエンスプログラム 

コンピュータサイエンスプログラムでは，計算機科学や知識メディアに重点を置き，主に計算機，

ソフトウェア，知識処理，通信等の学問を学び，計算機の仕組みを理解した上で，ソフトウェア技

術を知識処理に活用して情報社会の発展に寄与できる人材になることを目指す。具体的には主に下記

の分野を学ぶ。①計算機の仕組み（論理回路，計算機構成論等）。②計算機を活用するためのソフ

トウェア技術（データ構造とアルゴリズム，ソフトウェア工学，並列・分散プログラミング等）。

③ソフトウェア技術を知識処理に活用する方法（データベースと情報検索，画像情報処理等）。

卒業後は，大学院進学や情報通信（ソフトウェア，通信等の分野）の他，電気・製造業における

技術者・研究者として活躍することが期待される。 

 

・電子情報制御システムプログラム 

電子情報制御システムプログラムでは，システム制御や情報通信に重点を置き，主に電気・電子

回路，制御，ロボット，通信，信号処理，計測等の学問を学び，これらに関わる専門知識を活用し

て情報システム分野で活躍できる人材になることを目指す。具体的には主に下記の分野を学ぶ。①情

報通信・システム制御の基礎となる回路理論（論理回路，電気回路，電子回路等）。②システム制

御や通信・信号処理に関わる学問（制御工学，ロボット制御実習，情報理論，信号処理工学，情報

通信工学，計測と制御等）。③システム開発に役立つ学問（数値計算法，データ構造とアルゴリ

ズム，組み込みシステム，信号処理プログラミング演習等）。卒業後は，大学院進学や情報通信(通

信，システム制御等の分野)の他，電気・製造業における技術者・研究者として活躍することが

期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暮らしを支える「電気」の基礎から応用までを学ぶ 

情報化社会を担うコンピュータの仕組みと利用法を学ぶ 

人・環境を取り巻く情報を処理・制御する方法を学ぶ 
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・医工学プログラム 

医工学プログラムでは，電気情報系分野の技術を軸足とした上で医工学を理解することに重点

を置き，主に電気・電子回路，制御，ロボット，医工学技術等の学問を学び，これらに関わる専門

知識を活用して医工学分野で活躍できる人材になることを目指す。具体的には主に下記の分野を学ぶ。

①システム制御や回路の基礎に関わる理論（論理回路，電気回路，電子回路，制御工学，計算機構

成論等）。②医療機器開発に役立つ学問（半導体，電気電子材料，数値計算法，信号処理プログ

ラミング演習等）。③医工学に関わる理論（人体の構造と機能，医工技術概論，医工融合実践プ

ロジェクト，健康と生体情報等）。卒業後は，大学院進学や医工学（医療機器開発，医療システムの

分野）の他，電気・製造業における技術者・研究者として活躍することが期待される。 

 

 

 

電気情報系分野の技術を基盤とした医学と工学の融合技術を学ぶ 
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（３）化学バイオ系学科 
  

１１．．化化学学ババイイオオ系系学学科科のの教教育育目目的的  

 本学科は，化学および生物工学分野における学術研究を行い，「人としての理想を求める工学」を

追求するとともに，そこで得られた知識，知恵および研究遂行体験に基づいた教育を行う。 

 

２２．．化化学学ババイイオオ系系学学科科のの教教育育目目標標  

 本学科は，化学と生命科学を基盤として，人間が社会で生活する中で自然環境と調和しながらより

豊かで快適な生活を獲得するために必要な分子・物質・材料に関する学術研究を行っています。本学

科の 1 年次では学科共通科目として有機化学・物理化学・無機化学・分析化学・生物科学などの基礎

科目を修得します。その後，「合成化学」，「材料化学」，「グリーンケミストリー」，「バイオサイエン

ス」，「バイオテクノロジー」，「医工学」の各プログラムに分属され，それぞれに特色のある教育を行

う。各プログラムの養成人材像を以下に示す。 

 

・合成化学プログラム 

薬品・化成品・高分子材料・生体機能材料などを自在に分子設計・合成・評価することにより，

未来の医薬品開発や化学プロセス工業に貢献できる人材を養成する。 

 

・材料化学プログラム 

新規な有機・無機材料を創製し，機能性を評価することにより，化学的視点から次世代エネルギ

ー問題や環境問題を解決できる能力を有する人材を養成する。 

 

・グリーンケミストリープログラム 

化学ならびに生命科学の基礎知識を習得し，化学と生命科学にまたがる視点から，生体触媒や有

機触媒などを活用するグリーン反応プロセスで環境問題を解決するために貢献できる人材を養成

する。 

 

・バイオサイエンスプログラム 

化学ならびに生命科学の基礎知識を習得したうえで，化学的，物理的な視点から生命現象を解明

し，次世代の医療やバイオテクノロジーの開発基盤を提供できる人材を養成する。 

 

・バイオテクノロジープログラム 

化学ならびに生命科学の基礎知識を習得したうえで，エネルギーや環境問題に対して微生物を中

心とした生物の機能を最大限に利活用した解決策を提案できる人材を養成する。 

 

・医工学プログラム 

  化学ならびに生命科学の基礎知識を習得したうえで，がん薬物療法，再生医療等と関連付けられ

る高度医療現場において，医工連携に長けた人材を養成する。 

 

化学バイオ系学科の学習･教育目標の具体的項目を、以下に示す。 

(A) 地球環境について技術者の立場から考える能力を養う。 
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(B) 国際的に通用するコミュニケーション基礎能力を養う。 

(C) 社会規範，倫理観を持ち，技術者としての応用力を養う。 

(D) 物理化学の基礎知識を身につけ，化学反応解析や触媒設計に応用する能力を養う。 

(E) 有機化学の基礎知識を身につけ，有機材料工学や高分子工学に応用する能力を養う。 

(F) 無機化学の基礎知識を身につけ，無機材料工学や電子材料工学に応用する能力を養う。 

(G) 分析化学の基礎知識を身につけ，化学構造分析や生体物質構造分析に応用する能力を養う。 

(H) 生体内で進行する反応に関する基礎知識を身につけ，応用する能力を養う。 

(I) 環境調和を目指した微生物応用を可能にする基礎的知識を身につけ，説明できる能力を養う。 

(J) タンパク質，遺伝子の構造と機能などの生命分子科学に関する知識を身につけ，応用する能力を

養う。 

(K) 人体の構造，生体情報と健康に関する知識を身につけ，医工連携に応用する能力を養う。 

(L) 応用化学実験・生物工学実験を通じて実験の実行，データ解析，およびレポート作成能力を 

身につける。 

(M) 卒業研究や実験を通じて，論理的に記述，議論する能力や発表能力を養う。 

(N) 卒業研究や実験を通じて，計画的に物事を遂行する能力を養う。 

(O) 卒業研究や実験を通じて，自主的，継続的に物事に取り組む能力を養う。 

 

３３．．カカリリキキュュララムム  
化学および生物工学の関与する分野は広範，多岐にわたります。全ての分野を網羅して教育するこ

とは到底できません。また，現代工業の進展の早さを考え合わせると，一つの先端分野に偏った教育を

行うことは意味がないことです。このため，本学科のカリキュラムは化学・生命科学の基礎的事項を重

視し，また，断片的知識の集積に留まらず，系統的，総合的な思考，自立的学習能力の獲得を可能とす

るように配慮しています。 

本学科のカリキュラムマップは次頁に掲載していますので，学修成果の確認等に活用してください。 
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（４）社会システム土木系学科 

１．社会システム土木系学科の特徴と教育内容 
自然と調和した安全安心で持続可能な社会の構築においては，交通基盤やライフラインなどの建設によ

り社会資本を創造する土木工学分野や，人々の生活や社会経済の仕組み（システム）に関するプランニン

グやマネジメントなど，社会デザイン分野の幅広い知識と技術が必要です。国土と地域社会の計画・建

設・管理に必要な社会基盤の設計・建設から社会の仕組みに関わる幅広い専門知識と技術を有し，上記の

ような社会の構築に貢献できるエキスパートの養成を目指します。 

その教育内容は，土木工学と経営工学を融合し，社会基盤構造物の設計・建設・維持管理，人口減少や

高齢化に対応した地域・都市計画，防災計画，環境に配慮した地域デザイン，製品やソフトウェアの品質

管理など，ハード面からソフト面にわたる幅広い分野をカバーしています。地域の課題を発見し，アイデ

アとデータ分析でより良い社会のプランニングを主とする社会デザインプログラムと，現代社会を支える

社会基盤構造物の設計・建設技術を主とする土木工学プログラムの２つを設けています。 

 

 

２．教育プログラムの学習･教育到達目標 

社会デザインプログラムの学習･教育到達目標 土木工学プログラムの学習･教育到達目標 

(A) 既存の工学に加えて，人文，社会科学などの

幅広い分野での基礎知識を備え，それらを用い

て世の中の問題を多様な角度からとらえること

ができる。 

(B) 多様な人の意見を聞き，内容を理解し疑問点

を整理する能力と自らの意見を表現する能力を

身につけている。 

（C） 多様な人から構成されるチームにおいて，自

主的な学習や他者との協働といった自他のとる

べき行動を，与えられた制約条件に基づいて判

断し，実行することができる。 

（D） 過去の具体的な事例などを通して技術が社会

や自然に及ぼす影響や効果，および技術者の役

割と責任について理解し，実務において倫理的

な評価・判断ができる能力を身につけている。 

（E） 多様な方法で情報を収集・整理し，情報技術

を活用してデータの特徴をまとめることができ

る。 

（F） 確率・統計，微分方程式，力学といった，数

学，物理の基礎知識を身につけている。 

（G） 社会的な課題を調査，分析する方法を身につ

け，新たな解決方法を提案することができる。 

（H） 多様な考え方に基づいてシステムの企画・立

案，設計，評価，改善を検討することができる。 

（I） 考えや得られた成果を論理的な文章にまとめ， 

その内容を聞き手にコンパクトに分かりやすく

発表することができる能力を身につけている。 

(A) 土木技術者として人類の福祉と自然環境との

調和に貢献できるように，自然科学，人文社会科

学などを学び，自然，人間，社会，環境に関わる

多面的な知識と柔軟な思考力を身に付ける。[多

面的な知識と柔軟な思考力] 

(B) 口頭または文書により，また図表や映像などを

用いて，意図することを相手に正しく伝えることが

でき，さらに討議できるコミュニケ－ション能力を

身に付ける。情報の内容は根拠に基づき，正し

く，詳細かつ適切に取りまとめられ，字句，句読

点，文法および用法が適切であることが必要であ

る。また，必要に応じて，情報が相手に適切に伝

達されているか確認する習慣を身に付ける。 [コ

ミュニケ―ション能力] 

(C) 土木技術者が自然および社会に及ぼす影響・効

果を正しく理解し，その社会的役割と責任を自覚す

る。土木技術者倫理規定を理解し，実例について

学習し，実務において倫理的な評価・判断ができ

る能力を身に付ける。[技術者としてのキャリア

と倫理] 

(D) 土木工学に関連する数学，物理・地学，情報技

術などの基礎知識を習得し，土木工学の専門知識

を習得するための基礎能力を身に付ける。演算を

筆記により正確に行うことができ，必要に応じて

検証する。[数学，物理・地学，情報技術などの

基礎知識] 

(E) 土木工学の専門基礎分野としての，構造工学, 

地盤工学，水工水理学，材料学，測量学の基礎

知識を，講義，課題を通して習得し，土木施設
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および土木構造物の調査，計画，設計，建設，

維持管理などを実行するために必要な基礎的能

力を身に付ける。[土木工学の基礎知識] 

(F) 土木工学に関わる現象について，実験を計

画，遂行・解析・考察する能力，および時間内

に実験を進め，結果をとりまとめレポートを作

成し，報告できる能力を身に付ける。また，共

同作業における個々の役割を認識し，協調して

行動できる能力を身に付ける。[実験の計画・遂

行・解析と考察] 

(G) 土木工学に関わる上記の基礎知識を応用かつ

駆使できるよう演習を通して多くの課題に取り

組み解決し，自己学習の習慣を身に付け，かつ

成果を文書や図表により取りまとめ，報告，発

表，討議できる能力を身に付ける。[演習によ

る基礎知識の理解と応用] 

(H) 土木工学に関わる基礎知識を基に，実務の基

礎知識を習得し，土木分野における課題を探求

し，組み立て，解決する基礎能力を身に付け

る。[実務の基礎知識の習得] 

(I) 社会の変化を迅速に察知し，身に付けた知識

をもとに自ら課題を発見し，その課題を解決す

るための研究・プロジェクトを計画・遂行し，

その結果をまとめ，発表できる能力およびこれ

らをチームで実践できる能力を身に付ける。

[課題の発見と解決能力] 
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社
会
シ
ス

テ
ム
土

木
系
カ

リ
キ

ュ
ラ
ム
マ

ッ
プ

 

 

分
野

 

授
業
科
目

名
 

1
 年

 
2
 年

 
3
 年

 
4
 年

 
前
期

 
後
期

 
前
期

 
後
期

 
前
期

 
後
期

 
前
期

 
後
期

 

人
文
社
会

 

人
文

・
社

会
分

野
 

（
等

）
 

人
文

・
社

会
分
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（
等

）
 

主
題
科
目

 
主
題
科
目

 
主
題
科
目

 
主

題
科

目
 

 
 

語
学

 

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆｹ
ｰ
ｼｮ
ﾝ
英
語

 

A
，

B
 

そ
の

他
の

外
国

語
 

実
践

英
語

A
，
B
 

そ
の

他
の

外
国
語

 

総
合
英
語

Ⅰ
,
Ⅲ

 

そ
の
他
の

外
国
語

 

総
合
英
語

Ⅱ
,
Ⅳ

 

そ
の
他
の

外
国
語

 

 
 

 
 

キ
ャ
リ
ア

 
大

学
入

門
ゼ

ミ
 

キ
ャ

リ
ア

入
門

 

 
 

社
会
デ
ザ

イ
ン
特

別
講
義

 

土
木
特
別

講
義

 

技
術
者
倫

理
 

イ
ン
タ
ー

ン
シ

ッ
プ
 

 
 

 

数
学
・
物

理
学

 

微
分

積
分

学

Ⅰ
 

線
形

代
数

学
 

確
率

統
計

基
礎

 

微
分

積
分

学
Ⅱ

 
常

微
分

方
程
式

 
数

学
総

合
演
習

 
計

画
数

理
基
礎

Ⅰ
 

統
計

学
 

力
学

基
礎

 

固
体
力
学

基
礎

 
流
体
力
学

基
礎

 
工
業
数
学

 

 
 

数
値

力
学

解
析

 
 

 

プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ

 

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
 

計
算

機
シ

ス
テ

ム

演
習

 

数
値

解
析

 
 

 
 

 
 

 

構
造
・
土

木
材
料

 

 
 

構
造

力
学

Ⅰ
及

び

演
習

 

構
造
力
学

Ⅱ
及
び

演
習

 

建
設
材
料

学
 

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘｰ
ﾄ
構

造
学

及

び
演
習

 

構
造
振
動

学
 

構
造
・
材
料
実
験

 

鋼
構

造
学

 

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘｰ
ﾄ
工

学
 

 
 

河
川
・
海

岸
 

 
 

 
水
理
学
Ⅰ

及
び
演

習
 

水
理
学
Ⅱ
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び

演

習
 

 

水
理
学
実
験

 

海
岸

工
学
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川
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学

 

 
 

地
盤
・
岩
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土
質

力
学

Ⅰ
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び
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習

 
土
質
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学

Ⅱ
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工
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学
実
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力
学

建
設
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地

球
科

学
 

 
土
木
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質

学
 

地
球
科
学

実
験
演

習
 

 
 

地
震

工
学
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設
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Ⅱ
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ム
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地
域
・
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づ
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り

 

 
 

計
画
数
理
基
礎
Ⅱ

 

 

 
環
境
計
画
学
及
び

演
習

 

防
災
計
画
学

 

交
通
計
画
学

 
環
境
資
源
管
理

 

都
市
・
地

域
計
画
学

 

景
観
工
学

 
 

社
会
基
盤
設
計

 
 

 
 

基
礎
水
理
学

 
構
造
・
材
料
学

 
建
設
工
学

 
 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

 
 

地
方
創
生
プ
ロ
ジ

 

ェ
ク
ト

 

地
方
創
生
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

 
社
会
デ
ザ
イ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

も
の
づ
く
り
実
践

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

土
木
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計
画
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工
学
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社
会
シ
ス
テ
ム
土
木
系
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
内
の
下
線
付
き
科
目
な
ら
び
に
卒
業
研
究
に
は
，
下
表
に
記
載
の
通
り
，
受
講
要
件
が
課
さ
れ
て
い
る
。
注
意
の
こ
と
。

 
受
講
要
件
を
課
す
科
目

 
開
講
年
次

 
受
講
要
件
内
容

 
測
量
学
Ⅱ

 
2
年
次
・
後
期

 
測
量
学
Ⅰ
の
受
講
歴
を
有
す
る
こ
と
。

 
学
外
実
習

 
3
年
次
・
前
期

 
・
測
量
学
Ⅰ
，
測
量
学
演
習
の
単
位
を
修
得
し
て
い
る
こ
と
。

 
・
構
造
力
学
Ⅰ
及
び
演
習
，
構
造
力
学
Ⅱ
及
び
演
習
，
水
理
学
Ⅰ
及
び
演
習
，
土
質
力
学
Ⅰ
及
び
演
習
，
土
質
力
学
Ⅱ
及

び
演
習
，
建
設
材
料
学
の

6
科
目
の
受
講
歴
を
有
し
，
こ
の
内
，

4
科
目
以
上
の
単
位
を
修
得
し
て
い
る
こ
と
。

 
構
造
・
材
料
実
験

 
3
年
次
・
前
期

 
構
造
力
学
Ⅰ
及
び
演
習
，
建
設
材
料
学
の

2
科
目
の
受
講
歴
を
有
す
る
こ
と
。

 
水
理
学
実
験

 
3
年
次
・
後
期

 
水
理
学
Ⅰ
及
び
演
習
，
あ
る
い
は
水
理
学
Ⅱ
及
び
演
習
の
受
講
歴
を
有
す
る
こ
と
。

 
土
質
力
学
実
験

 
3
年
次
・
前
期

 
土
質
力
学
Ⅰ
及
び
演
習
の
受
講
歴
を
有
す
る
こ
と
。

 
卒
業
研
究

 
4
年
次
・
通
年

 
（
卒
業
研
究
着
手
条
件
記
載
欄
を
参
照
）

 
 建
築
士
受
験
資
格
関
連
科
目
は
，
土
木
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
履
修
者
の
み
受
講
が
認
め
ら
れ
る
。
下
表
に
従
い
受
講
の
こ
と
。
な
お
，
卒
業
所
要
単
位
内
に
は
含
ま
れ
な
い
。

 

建
築
士
受
験
資

格
関
係
科
目

 

授
業
科
目
名

 

1
年

 
2
年

 
3
年

 
4
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前
期

 
後
期

 
前
期

 
後
期

 
前
期

 
後
期

 
前
期

 
後
期

 

 
 

 
建
築
計
画
Ⅱ

 
建
築
設
計
Ⅰ

 

建
築
設
備

 

建
築
設
計
Ⅱ

 
建
築
設
計
Ⅲ

 

イ
ン
テ
リ
ア
計

画
 

 

 
建
築
士
受
験
資
格
関
連
科
目
に
は
，
下
表
に
記
載
の
通
り
受
講
要
件
が
課
さ
れ
て
い
る
。
注
意
の
こ
と
。

 
受
講
要
件
を
課
す
科
目

 
開
講
年
次

 
受
講
要
件
内
容

 
建
築
計
画
Ⅱ

 
2
年
次
・
後
期

 
建
築
計
画
Ⅰ
の
受
講
歴
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

 
建
築
設
計
Ⅰ

 
3
年
次
・
前
期

 
建
築
計
画
Ⅰ
，
建
築
計
画
Ⅱ
，
建
築
史
，
建
築
環
境
工
学
，
構
造
力
学
Ⅰ
及
び
演
習
，
構
造
力
学
Ⅱ
及
び
演
習
の

6科
目
の

受
講
歴
を
有
し
，
こ
の
内
，

4
科
目
以
上
の
単
位
を
修
得
し
て
い
る
こ
と
。

 
建
築
設
計
Ⅱ

 
3
年
次
・
後
期

 
建
築
設
計
Ⅰ
の
受
講
歴
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

 
建
築
設
計
Ⅲ

 
4
年
次
・
前
期

 
建
築
設
計
Ⅰ
，
建
築
設
計
Ⅱ
の
受
講
歴
を
有
し
て
い
る
こ
と
。
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26．鳥取大学大学院持続性社会創生科学研究科 
 

    鳥取大学大学院持続性社会創生科学研究科の概要 -------------------------  

    鳥取大学大学院持続性社会創生科学研究科の基本方針 ---------------------  

    鳥取大学大学院持続性社会創生科学研究科工学専攻履修規程 ---------------  
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鳥鳥取取大大学学大大学学院院持持続続性性社社会会創創生生科科学学研研究究科科のの概概要要  
 

鳥取大学大学院持続性社会創生科学研究科では，専門分野における高度な知識・技術と実践的能

力に加え，本学の強み・特色を活かし，地球規模の課題と地域の課題を対象に持続性社会創生に関

わる専門分野を超えた幅広い知識に基づく俯瞰的な思考力を身につけ，国内外の社会の様々な場に

おいて，持続性社会創生に向けてのイノベーション創出に貢献できる高度専門職業人を養成します。 

 

  本研究科は博士前期課程として，次の４専攻を置く。 

○ 地域学専攻 

・地域創生コース 

・人間形成コース 

○ 工学専攻 

・機械宇宙工学コース 

・情報エレクトロニクスコース 

・化学バイオコース 

・社会システム土木コース 

○ 農学専攻 

・里地里山環境管理学コース 

・植物菌類生産科学コース 

・農芸化学コース 

○ 国際乾燥地科学専攻 

・一般コース 

・特別コース 

・乾燥地科学エキスパートコース 

 

■専攻の案内 

【地域学専攻】  

人口減少・高齢化社会，グローバル化時代に向けた持続的な社会の創生に当たっては，地域の人々

の生活，文化，教育等の社会の仕組みづくりに関わり，対応できる知識と能力をもった人材が求め

られています。 

地域学専攻は，このような社会のニーズに対応するべく，地域の諸課題を科学的・学際的かつ実

践的に探求することを通じて，地域を総合的に把握する能力や高度で専門的な知識・技術を修得し，

住民参加による活気あふれる地域，人々が生涯にわたり生き生きと学習し成長できる地域，歴史的

に形成されてきた文化や環境を大切にする個性豊かな地域の創造を担う人材を養成します。また，

専門を超えた教員からも指導を受けることができる教育体制をとっています。 

 

【工学専攻】 

  工学専攻は，社会が求める「伝統的工学に関する高度な知識・技術に加え，多様化するニーズに

対応できる異分野技術を融合利用する素養を備えた人材」に対応すべく，他分野との連携を積極的

に推進できるように，工学系の「先端ものづくり技術」，「高度情報社会技術」，「高度な化学バイオ

技術」，「生存基盤を支える社会技術」を体系的かつ高度な専門性が修学できるように分野毎に区分

された教育課程を設けています。また，専門を超えた教員からも指導を受けることができる教育体
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制をとっています。 

 

【農学専攻】 

現在の農学は，作物の生産だけでなく加工から流通に至るまで総合的に関わる 6 次産業農業，有

用な生物資源を見つけて創薬などに結びつけるバイオテクノロジー，生命の生存基盤である自然環

境の保護や資源の再生，農林業による地方創生など，対象とする分野が多岐にわたってきています。

このような諸問題に，幅広い知識・技術を活用し総合的に対応できる人材が求められています。 

農学専攻は，このような社会のニーズに対応するべく，生物資源の取り扱いに関する正しい知識

と倫理感を備え，先進的な生物生産技術，バイオテクノロジーや環境保全・修復技術，経済的・経

営的分析に関する知識と技術を修得し，問題点を多角的に捉える学際性をもって地域と地球の持続

的な発展に貢献する人材を養成します。また，専門を超えた教員からも指導を受けることができる

教育体制をとっています。 

 

【国際乾燥地科学専攻】 

森林の消滅と砂漠化の進行が世界の大きな問題となっており，その解決には砂漠化防止の他に， 

農業や工業開発，生活環境の改善など幅広い対策が求められています。 

国際乾燥地科学専攻は，このような世界的ニーズに対応するべく，乾燥地における農業，環境保

全に関する知識・技術，併せて多様な文化や住民の生活の質に関わる乾燥地の住民の人間開発分野

を取り込み，乾燥地の農業・環境保全から地域開発までの教育研究体制のもとで，地球規模で生じ

ている自然及び人類的課題の解決策をグローバルな視点によって導き出し，自然と調和する循環型

社会の創生のために国際的に活動できる人材を養成します。また，当該分野の世界のトップサイエ

ンティスト（招聘教授）による先端研究の講義を取り入れるとともに，英語のみで履修する特別コ

ースを設け，留学生へ対応しています。 
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鳥鳥取取大大学学大大学学院院持持続続性性社社会会創創生生科科学学研研究究科科のの基基本本方方針針  

  

＜＜学学位位授授与与のの方方針針（（デディィププロロママ・・ポポリリシシーー））＞＞  

鳥取大学大学院持続性社会創生科学研究科博士前期課程では，本研究科の教育目的を踏まえ，学生

が本研究科の定める科目を履修し，所定の単位を修得して論文等審査及び試験に合格し，次の能力を

身につけたときに学位（修士）を授与します。 
１．持続性社会の創生に資する広い視野と深い学識を有し，問題の発見と解決に繋がる研究遂行能力

または高度な専門性が求められる職業に従事する能力を有している。 
２．高い倫理観を有し，地域学，工学，農学または国際乾燥地科学の発展に貢献する能力を有してい

る。 
３．持続性社会を創生するための問題に関連する情報を集約し，それぞれの専門性を生かし，他分野

とも連携できるコミュニケーション力を有し，実践的でグローバルに社会で活躍できる能力を有し

ている。 

 

鳥取大学大学院持続性社会創生科学研究科工学専攻では，本専攻の教育目的を踏まえ，学生が本専

攻の定める所定の単位を修得し，修士論文または特定の課題についての研究の成果に対する審査及び

試験に合格して，次の能力を身につけたときに修士（工学または学術）を授与します。 

１．工学分野の幅広い視野と深い学識を有し，工学分野の研究や技術開発に係る職業に従事すること

を通して社会貢献できる能力を有している。 

２．地球の環境と人類の幸福・福祉を考え，社会に対する責任や倫理観を有している。 

３．論理的な記述，発表，討議などのコミュニケーション力を有し，問題の発見と解決に繋がる研究

遂行能力を有している。 

  なお，本専攻では修士（工学）を授与することを基本としていますが，学生の研究が他領域も含ん

だ内容となることも想定しており，その場合は学生の履修内容や修士論文等の内容を審査した上で，

修士（学術）を授与することとします。 

 

＜＜教教育育課課程程編編成成・・実実施施のの方方針針（（カカリリキキュュララムム・・ポポリリシシーー））＞＞  

鳥取大学大学院持続性社会創生科学研究科博士前期課程では，学位授与の方針で示す能力を学生が 

身につけることができるよう，次に掲げる方針のもと，本研究科において体系的な教育課程を編成し，

実施します。 

１．教育課程・教育内容 

・深い学識を身につけるための展開科目と基幹科目からなる専門科目，広く俯瞰的視野を獲得する

ための基盤科目と超領域科目からなる研究科共通科目を設け，体系的な教育課程を編成します。 

・専門に関わる実践的能力を養うため，実践的演習・実習科目や研究指導に関わる科目を配置しま

す。 

・研究遂行に必要な高い倫理観を養うため，必修科目として研究者倫理に関わる科目を設けます。 

２．教育方法 

・高度なコミュニケーション力を育成するため，専門分野を異にする学生が交流できる機会を提供

します。 

・課題の発見・解析・解決・説明の総合能力を向上させるため，講義，実践的演習・実習や個別指
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導を組み合わせて授業を展開します。 

・専門性の異なる複数の教員の研究指導により，高度な課題発見・解決力の修得を目指します。 

３．学修成果の評価 

・各専攻の定める成績評価基準に基づき，各科目の学修成果を評価します。 

・修士論文審査では，各専攻の定める学位論文審査基準に基づき，学修成果を評価し，さらに修士

論文等の新規性と独創性を審査会で厳正に評価します。 

・学生の学修成果とアンケートをもとに，教育課程を検証します。 

 
鳥取大学大学院持続性社会創生科学研究科工学専攻では，学位授与の方針で示す能力を学生が身に

つけることができるよう，次に掲げる方針のもと，体系的な教育課程を編成し，実施します。 

１．教育課程・教育内容 

・深い学識を身につけるための展開科目と専攻共通科目からなる専門科目，広く俯瞰的視野を獲得

するための基盤科目と超領域科目からなる研究科共通科目による体系的な教育課程を編成します。 

・工学分野の高度で深い学識を体系的に修得させるために，展開科目を設けます。 

・学生の学問的関心を喚起し，広い視野と学識を獲得させるために，専攻共通科目を設けます。 

・研究遂行に必要な高い倫理観を養うため，必修科目として研究者倫理に関わる科目を設けます。 

２．教育方法 

・当該分野における講義，実験及び演習を体系的に組み合わせた授業を通じて，課題の発見・解析・

解決能力及び，社会実践能力の形成を目指します。 

・専門性の異なる複数の教員の研究指導により高い倫理観とコミュニケーション力を育成します。 

３．学修成果の評価 

・専攻の定める成績評価基準に基づき学修成果の評価を行い，修士論文等の新規性と独創性等を専

攻の定める学位論文審査基準に基づく審査及び最終試験で厳正に評価します。 

・学生の学修成果とアンケートをもとに，教育課程を検証します。 

 

＜＜入入学学者者受受けけ入入れれのの方方針針（（アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー））＞＞  

鳥取大学大学院持続性社会創生科学研究科博士前期課程では、次のような人を広く受け入れます。 
１．地域学，工学，農学または国際乾燥地科学に関する学士課程の専門知識・技術等を身につけている

人 
２．持続性社会の創生に対する地球規模の課題と地域の課題に関して，幅広い視野と深い知識の修得を

志す人 
３．高い倫理観を身につけて，持続性社会の創生と発展に他者と共同して貢献することを志す人 
４．持続性社会を創生するために，それぞれの専門性を生かし，他分野との連携を図るコミュニケーシ

ョン力を身につけようとする人 
各専攻等では，これらの人を受け入れるため，多角的かつ総合的な評価による入試の機会を設けま

す。 
 

鳥取大学大学院持続性社会創生科学研究科工学専攻では、次のような人を広く受け入れます。 

１．機械宇宙工学、情報エレクトロニクス、化学バイオまたは社会システム土木に関する学士課程相

当の専門知識・技術等を身につけている人 
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２．工学分野の多様化するニーズに対応できる知識・技術を学び、研究活動を通じて両者を調和させ

て一体化することのできる広い視野と深い学識を身につけた技術者・研究者を目指す人 

３．高い倫理観を身につけて、持続性社会の創造と発展に貢献する高度の専門性を有する技術者・研

究者を目指す人 

４．持続性社会を創生する工学の問題に挑み、対処するための高度な課題発見・解決力とコミュニケ

ーション力を身につけようとする人 

 

工学専攻ではこれらの人を受け入れるため、一般入試、推薦入試、社会人特別入試などにより、多 

角的かつ総合的な評価による選考を行います。 
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鳥鳥取取大大学学大大学学院院持持続続性性社社会会創創生生科科学学研研究究科科  

工工学学専専攻攻履履修修規規程程  
 

第１条 鳥取大学大学院持続性社会創生科学研究科工学専攻の修了の要件は，２年以上在学し，３０単

位以上修得するとともに，研究指導を受けて学位論文を作成し，その審査及び最終試験に合格しなけ

ればならない。ただし，在学期間に関しては，優れた業績を上げた者と工学専攻会議において認めた

場合には，１年以上在学すれば足りるものとする。 

第２条 教育課程表は別表１又は別表２のとおりとし，学生は履修する授業科目について必要に応じて

指導教員の指導を受け，履修する。 

２ 学生は，入学年度における本専攻の教育課程表に定めるもの以外の本研究科又は他研究科の授業科

目について，当該コースの定めるところにより，コース主任の許可を得て履修することができる。 

第３条 指導教員は，毎年度，学生が作成した研究計画に基づき，所定の期日までに別紙様式１の研究

指導計画書を作成し，学生に明示するものとする。 
２ 指導教員は，毎年度，所定の期日までに別紙様式２の研究指導報告書を作成するものとする。 

第４条 学生は，毎学期所定の期日までに，別表１又は別表２に基づき，履修しようとする授業科目を

登録しなければならない。 

第５条 学生は，最終年次において，コース主任の指示する期日までに，学位論文を提出しなければな

らない。 

第６条 鳥取大学大学院持続性社会創生科学研究科規則（平成２９年鳥取大学大学院持続性社会創生科

学研究科規則第１号）第８条及び第９条に基づき，在学中に他の大学院または外国の大学院等（特別

の課程を含む。以下「他大学院等」という。）にて修得した単位及び本専攻入学前に大学院において

修得した単位（科目等履修生又は特別の課程履修生として修得した単位を含む）について教育上有益

と認めるときは，６単位を超えない範囲で課程修了の要件となる単位として認定することができる。 

２ 前項の場合において，単位制をとらない他大学院等における学修成果の単位換算は，授業時間数及

び授業形式等を勘案し行うものとする。 

３ 本規則第２条第２項に基づき履修し修得した単位について教育上有益と認めるときは，６単位を超

えない範囲で課程修了の要件となる単位として認定することができる。ただし，第６条第１項の規定

により課程修了の要件として認定する単位数と合わせて６単位を超えないものとする。 

４ 第１項の規定により本専攻入学前に大学院で修得した単位を課程修了の要件となる単位として認定

する場合であって，当該単位の修得により本専攻の教育課程の一部を履修したものと認めるときは，

修得した単位数，修得に要した期間その他の事情を勘案し，１年を超えない範囲で本専攻が定める期

間在学したものとみなすことができる。ただし，この場合においても，本専攻に少なくとも１年以上

在学するものとする。 

第７条 （略） 

 

附 則 

１  この規程は，令和８年４月１日から施行する。 

２ 令和８年３月３１日以前の入学者については，この規程による改正後の別表１及び別表２の規定に

かかわらず，なお従前の例による。 

別表（別紙のとおり） 
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別表１（第２条関係）

大大学学院院持持続続性性社社会会創創生生科科学学研研究究科科工工学学専専攻攻　　教教育育課課程程表表

担当教員 備考
Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

研究者倫理 1 2 稲岡【研】他
研究者倫理（E） 1 2 【教デ】永松
持続性社会創生科学概論１ 1 2 【乾】坪　他
持続性社会創生科学概論１（Ｅ） 1 2 【乾】坪　他
持続性社会創生科学概論２ 1 2 【地】寺川　他
持続性社会創生技術論１ 1 2 【農】明石　他
持続性社会創生技術論２ 1 2 岩井　儀雄　他
起業・知財論 1 2 【研】西 他
国際協力特論 1 2 【乾】　木村
アカデミック・スキルズ 1 2 【教デ】永松
データサイエンス特論 1 2 【教デ】眞鍋
国際乾燥地科学特論Ⅰ（環境） 2 4 黒崎【乾】他 理科
国際乾燥地科学特論Ⅱ（食糧・農業） 2 4 藤巻【乾】他
生命環境農学特論Ⅰ（里地里山環境） 2 4 【農】唐澤　他
生命環境農学特論Ⅱ（生産資源環境） 2 4 【農】田中　他
生命環境農学特論Ⅲ（生命環境科学） 2 4 【農】石原　他
グリーンサスティナブルケミストリー特論 1 2 辻　悦司 理科 ６単位以上を修得すること
バイオ資源特論 1 2 花島　他 工業
エネルギー化学特論 1 2 片田　直伸 工業
先進機械宇宙システム特論 1 2 未定 ○
地域経済学特論 2 4 福山　敬 工業
戦略的経営論 1 2 【教デ】永松
マーケティング特論 1 2 【教デ】永松
スマート社会技術論 1 2 吉川　他
市民共創まちづくり論 2 4 辻井　麻衣子
国際乾燥地科学特論Ⅲ（人間開発） 1 2 【乾】安延　他
国際交流と異文化理解（Ｅ） 1 2 【地】ｷﾞﾝﾅﾝ
コミュニティ特論 2 2 2 【地】稲津
商業学特論 2 2 2 【地】白石
文化多様性特論 2 2 2 【地】中
比較国際教育特論 2 4 【地】柿内
社会教育学特論 2 2 2 【地】大谷
人権教育特論 2 2 2 【地】石山
◇特別学外実習 1 各教員
◇長期特別学外実習 3 各教員
◇国際連携特別研究 3 各教員
◇機械宇宙工学特論 1 松岡　他 ○
◇化学バイオ特別講義Ⅰ 1 非常勤講師 ○
◇化学バイオ特別講義Ⅱ 1 非常勤講師 ○
◇社会システム土木特別講義Ⅰ 1 非常勤講師 ○
◇社会システム土木特別講義Ⅱ 1 非常勤講師 ○
◇地域参加型研究プロジェクト 1 各教員
材料科学特論 2 4 陳　中春 工業
遅い流れの流体力学 2 4 後藤　知伸 工業
航空宇宙流体力学 2 4 松野　隆 工業
ナノトライボロジー特論 2 4 松岡　広成 工業
トライボロジー特論 2 4 石川　功
数理生物学 2 4 中井　唱 工業
機械システムダイナミクス 2 4 田村　篤敬 工業
伝熱工学特論 2 4 小田　哲也 工業
材料強度学特論 2 4 音田　哲彦 工業
破壊力学 2 4 小野　勇一 工業
設計工学特論 2 4 西　遼佑
機械加工学特論 2 4 佐藤　昌彦 工業
塑性力学特論 2 4 松野　崇
再生可能エネルギー特論 2 4 原　豊 工業
応用数学特論Ⅰ 2 4 【教デ】井上　順子

応用数学特論Ⅱ 2 4 【教デ】橋本　隆司

対称性の数理Ⅰ 2 4 【教デ】橋本　隆司

対称性の数理Ⅱ 2 4 【教デ】井上　順子

物理数学基礎 2 4 土井　俊行 工業
プラズマ物理学基礎 2 4 古川　勝 工業
結晶成長物理学 2 4 灘　浩樹
宇宙推進工学 2 4 葛山　浩
機械力学特論 2 4 本宮　潤一
固体量子物性特論 2 4 榊原　寛史 ○ 工業

電子相関特論 2 4 榊原　寛史 ○ 工業
低温電子系の数理 2 4 榊原　寛史 工業
ロボット制御特論 2 4 辻田　勝吉
構造材料評価特論 2 4 清水　一行
ソフトマター科学 2 4 高江　恭平
◇機械宇宙工学実験及び演習Ⅰ 4 各教員
◇機械宇宙工学実験及び演習Ⅱ 4 各教員

1 1

1 1
2

展
開
科
目

機
械
宇
宙
工
学
コ
ー

ス

選択
機械宇宙工学コースの学生は
１８単位以上を修得すること

8
8

9
1 1
1 1

1 1

研
究
科
共
通
科
目

基
盤
科
目

必修

選択

超
領
域
科
目

選択

3
9

専
門
科
目

専
攻
共
通
科
目

選択

授業科目 単位数

週授業時間数 隔年
開講
科目

教職１　年 ２　年科目 区分 単位 区分
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計算インタラクション特論 2 4 4 岩井　儀雄 ○ 情報
パターン処理特論 2 4 4 岩井　儀雄 ○ 情報
機械学習特論 2 4 青木　工太 情報
制御理論特論 2 4 竹森　史暁 工業
ディジタル信号処理工学 2 4 中西　功 工業
量子力学 2 4 阿部　友紀 工業
固体物性論 2 4 市野　邦男 工業
応用数理解析特論 2 4 吉村　和之 情報
ソフトウェアアーキテクチャ特論 2 4 川村　尚生 情報
パターン認識特論 2 4 西山　正志 情報
情報ネットワーク特論 2 4 高橋　健一 情報
情報セキュリティ特論 2 4 東野　正幸 情報
ソフトコンピューティング論 2 4 徳久　雅人 情報
自然言語処理特論 2 4 4 村田　真樹 ○ 情報
言語情報資源特論 2 4 4 村田　真樹 ○ 情報
人工知能特論 2 4 清水　忠昭 情報
生物情報学特論 2 4 木村　周平 情報
生体情報処理特論 2 4 櫛田　大輔 情報
光情報処理特論 2 4 吉川　宣一 情報
情報通信工学特論 2 2 2 笹岡　直人 工業
最適化計算論 2 4 大木　誠 工業
システム解析工学特論 2 4 近藤　克哉 工業
ＭＥＭＳ特論 2 4 李　相錫 工業
固体電子工学特論 2 4 大観　光徳 工業
通信機器工学特論 2 4 中川　匡夫 工業
インターネット・クラウド技術特論 2 4 齋藤　健太郎 工業
画像処理工学特論 2 4 三柴　数 工業
医工マイクロ・ナノ技術特論 2 4 松永　忠雄 工業
情報エレクトロニクス実験及び演習Ⅰ 2 各教員 情報
情報エレクトロニクス実験及び演習Ⅱ 2 各教員 工業
触媒設計特論Ⅰ 1 2 2 片田　直伸 ○ 理科
触媒設計特論Ⅱ 1 2 2 片田　直伸 ○ 理科
構造化学特論Ⅰ 1 2 南条　真佐人 理科
◆構造化学特論Ⅱ 1 2 南条　真佐人 理科
有機材料設計特論Ⅰ 1 2 2 松浦　和則 ○ 工業
◆有機材料設計特論Ⅱ 1 2 2 松浦　和則 ○ 工業
無機材料化学特論Ⅰ 1 2 2 増井　敏行 ○ 工業
◆無機材料化学特論Ⅱ 1 2 2 増井　敏行 ○ 工業
固体物理化学特論 1 2 2 未定 ○ 理科
微生物生産工学特論Ⅰ 1 2 2 未定 ○ 工業
◆微生物生産工学特論Ⅱ 1 2 2 未定 ○ 工業
生分子機能工学特論Ⅰ 1 2 2 原田　尚志 ○ 工業
◆生分子機能工学特論Ⅱ 1 2 2 原田　尚志 ○ 工業
構造生命科学特論 1 2 永野　真吾 工業
表面化学特論 2 4 4 津野地　直 ○ 理科
グリーンプロセス特論 1 2 2 吾郷　万里子 ○ 理科
有機金属化学特論 2 4 4 野上　敏材 ○ 理科
精密合成化学特論Ⅰ 1 2 2 吾郷　万里子 ○ 理科
◆精密合成化学特論Ⅱ 1 2 2 吾郷　万里子 ○ 理科
機能材料化学特論Ⅰ 1 2 2 【研】森本　稔 ○ 工業
◆機能材料化学特論Ⅱ 1 2 2 【研】森本　稔 ○ 工業
電子材料化学特論Ⅰ 1 2 薄井　洋行 理科
◆電子材料化学特論Ⅱ 1 2 薄井　洋行 理科
界面電気化学特論Ⅰ 1 2 道見　康弘 理科
◆界面電気化学特論Ⅱ 1 2 道見　康弘 理科
化学生理学特論Ⅰ 1 2 2 鈴木　宏和 ○ 理科
◆化学生理学特論Ⅱ 1 2 2 鈴木　宏和 ○ 理科
超分子化学特論 2 4 4 青木　英莉子 ○ 理科
遺伝子工学特論Ⅰ 1 2 2 溝端　知宏 ○ 工業
◆遺伝子工学特論Ⅱ 1 2 2 溝端　知宏 ○ 工業
生体触媒機能特論Ⅰ 1 2 2 岡本　賢治 ○ 理科
◆生体触媒機能特論Ⅱ 1 2 2 岡本　賢治 ○ 理科
構造細胞生物学特論Ⅰ 1 2 2 佐藤　裕介 ○ 理科
構造細胞生物学特論Ⅱ 1 2 2 佐藤　裕介 ○ 理科
ペプチド化学特論Ⅰ 1 2 2 未定 ○ 工業
◆ペプチド化学特論Ⅱ 1 2 2 未定 ○ 工業
蛋白質構造機能科学特論 2 4 4 日野　智也 ○ 理科
生体医工学特論 2 4 4 八木　寿梓 ○ 工業
生命有機分子化学特論Ⅰ 1 2 2 花島　慎弥 ○ 理科
◆生命有機分子化学特論Ⅱ 1 2 2 花島　慎弥 ○ 理科
◇化学バイオ実験及び演習Ⅰ 6 各教員
◇化学バイオ実験及び演習Ⅱ 6 各教員

選択
化学バイオコースの学生は２２単

位以上を修得すること

12
12

専
門
科
目

展
開
科
目

情
報
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
コ
ー

ス

選択
情報エレクトロニクスコースの学
生は１８単位以上を修得すること

4
4

化
学
バ
イ
オ
コ
ー

ス
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交通計画学特論 2 4 桑野　将司 工業
品質マネジメント 2 4 南野　友香 工業
マネジメント・サイエンス 2 4 長江　剛志 工業
システム計画学特論 2 4 谷本　圭志 工業
地盤解析力学 2 4 小野　祐輔 工業
地圏情報工学特論 2 4 香川　敬生 工業
海洋水産資源学 2 4 【地価】清水　他
構造振動学特論 2 4 谷口　朋代 工業
地球情報学 2 4 野口　竜也 工業
コンクリート物性論 2 4 黒田　保 工業
建設学特論 2 4 山口　秀文 工業
岩盤物性論 2 4 河野　勝宣 工業
地盤工学特論 2 4 中村　公一 工業
流域砂防学 2 4 和田　孝志 工業
海岸保全工学 2 4 黒岩　正光 工業
数値水理学 2 4 梶川　勇樹 工業
防災システム工学 2 4 太田　隆夫 工業
社会基盤マネジメント 2 4 江本　久雄 工業
環境社会デザイン論 2 4 宮本　善和 工業
環境システム工学 2 4 高部　祐剛 工業
◇社会システム土木実験及び演習Ⅰ 4 各教員 工業
◇社会システム土木実験及び演習Ⅱ 4 各教員 工業
地域経営工学特論 2 4 長曽我部　まどか 工業
地域データマイニング 2 4 細江　美欧 工業
創造地域特論 2 2 2 【地】竹内
地域リテラシー特論 2 2 2 【地】白石　他

◇印の授業科目の単位の認定は，合否をもって判定する。
◆印の授業科目は該当するⅠの授業を履修していないとそれに相当するⅡの授業科目を履修することはできない。
※授業科目名に（Ｅ）の表記のあるものは、英語により開講されることを示す。
※「持続性社会創生科学概論１」と「持続性社会創生科学概論１（Ｅ）」の両方を単位修得することはできない。
※「研究者倫理」と「研究者倫理（Ｅ）」の両方を単位修得することはできない。
（１）修了に必要な単位数は３０単位以上である。
（２）所属コース以外の展開科目を履修し修得した単位のうち，６単位以内は修了に必要な単位数に含めることができる。
（３）コース主任の許可を得て履修し修得した，本表以外の科目の単位のうち，６単位以内は修了に必要な単位数に含めることができる。
（４）担当教員欄括弧内は，工学部以外の教員の所属を示す。

（５）開講時期，担当教員は変更となる場合もあるので，掲示される時間割表等で確認すること。
　【地】地域学専攻，【農】農学専攻，【乾】国際乾燥地科学専攻，【研】研究推進機構，【地価】地域価値創造研究教育機構，  【教デ】教育デザイン本部

8

専
門
科
目

展
開
科
目

社
会
シ
ス
テ
ム
土
木
コ
ー

ス

選択
社会システム土木コースの学生
は１８単位以上を修得すること

8
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別紙様式１（第３条関係） 

年度鳥取大学大学院持続性社会創生科学研究科工学専攻 研究指導計画書 

 
【    年  月  日作成】  

学 生 番 号  学 生 氏 名  

コ ー ス 名  

研 究 題 目  

指導教員氏名                        印 

研

究

計

画

・

指

導

計

画

 

研究計画（研究概要，学会発表，論文作成等の計画）：指導教員の指導の下，学生が記入 
 

指導計画：指導教員が記入 
  

特 記 事 項  

※４月末（１０月入学者は１０月末）までに，学生が工学部教務係に提出してください。 
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別紙様式２（第３条関係） 

年度鳥取大学大学院持続性社会創生科学研究科工学専攻 研究指導報告書 

 
【    年  月  日作成】  

学 生 番 号  学 生 氏 名  

コ ー ス 名  

研 究 題 目  

指導教員氏名  

研

究

指

導

報

告
 

（指導教員が記入） 
 

特 記 事 項  

※３月末（１０月入学者は９月末）までに，指導教員が工学部教務係に提出してください。 
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27． そ の 他 
 
 
 
 
    （１）教員名簿  ---------------------------------------------------------  

 

    （２）鳥取キャンパス配置図  ---------------------------------------------  

 

    （３）工学部建物配置図  -------------------------------------------------  
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（（１１））　　教教員員名名簿簿
　　工学部

李　相錫 松永　忠雄
（７３０８） （７３０７）

市野　邦男 阿部　友紀 赤岩　和明
（７３０３） （７３０４） （７３０６）

（７３０５）

白岩　史
（７５０６）

中西　　功 大木　　誠
（７４０６） （７４０７）

（７４０８） （７４０５）
大観　光徳

中川　匡夫 藤村喜久郎
（７５０７） （７５０５）

井上　路子
（４２０４） （４２０３） （１５１１）

（７５０９）
笹岡　直人

（７５０８）

西山　正志
（１５１０）
近藤　克哉 　　 小山田　雄仁

（７５０４）

徳久　雅人
（４８０７） （４８０５）

吉村　和之 清水　忠昭 　　
（３８０１） （３８１０）

（１５１７） （１５１６）

（２８０２）

川村　尚生 高橋　健一
（３８０７） （３８０２）

東野　正幸

藪田　義人
（２５１１） （２５１０）

櫛田　大輔 竹森　史暁 笹間　俊彦
（２８０７）

石川　功
（３２０６）

（２２０５）

情
報
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
専
攻

電
気
情
報
系
学
科

吉川　宣一
（２８０５）

（３８０６）
村田　真樹 村上　仁一

機
械
宇
宙
工
学
専
攻

機
械
物
理
系
学
科

松野　崇 清水　一行

木村　周平

岩井　儀雄 青木　工太

齋藤　健太郎 三柴　数

(１２０６）
原　　豊

松岡　広成 土井　俊行
（３２０８） （３２０５）

後藤　知伸 中井　　唱
（１２０８）

（３２０３） （３２０２）
榊原　寛史

（１２０５）

古川　勝 大信田　丈志
（２２０３） （2206-1）

灘　浩樹 高江　恭平

中山　智成
（2206-2）

松野　　隆
(３１０９）

小田　哲也 坂本　憲一
（２１０６） （３１１２）

葛山　浩 坂本　広樹
（２１０７） （４１０８）

辻田　勝吉
（３１０５）

(７３５４） （７３５２）

佐藤　昌彦
（３１０２）

衣 立夫
（３１０７） （３１０６） （３１１３）

田村　篤敬 本宮　潤一

（２１０４） （２１０５）
陳　　中春 音田　哲彦

専攻・学科
教　　　授 准　教　授 講　　　師 助　　　教

(部屋番号） (部屋番号） (部屋番号） (部屋番号）

小野　勇一 西　遼佑
（２１０９） （２１０８）
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専攻・学科
教　　　授 准　教　授 講　　　師 助　　　教

(部屋番号） (部屋番号） (部屋番号） (部屋番号）

長江　剛志
（３５０４）

ものづくり教育実践
センター

影山　智明
（５７０８）

センター名称
教　　　授 准　教　授 講　　　師 助　　　教
(部屋番号） (部屋番号） (部屋番号） (部屋番号）

宮本　善和 高部　祐剛 河野　誉仁
（２５０３） （２５０５） （２５１４）

太田　隆夫 江本　久雄
（４４０６） （４４０４）

福山　　敬 細江　美欧 吉野　和泰
（４５０６） （４５０５） （４５０４）

谷本　圭志 長曽我部 まどか
（４５１２） （４５１０）

桑野　将司 南野　友香
（３５１２） （３５１０）

辻井　麻衣子
（２４０５）

山口　秀文
（２４０７）

黒田　　保 金氏　裕也
（２４０８） （２４０９）

香川　敬生
（４４０７）

中村　公一
（３４１０）

河野　勝宣
（３４０８） （３４０７）

和田　孝志

社
会
基
盤
工
学
専
攻

社
会
シ
ス
テ
ム
土
木
系
学
科

谷口　朋代 野口　竜也 海江田　巧
（２４１０） （４４０８） （２４１２）
小野　祐輔

黒岩　正光 梶川　勇樹
（３４０４） （３４０５）

（３４０２）

（１３１２）

（３３１１）
永野　真吾 日野　智也

（１３１１） （１３１０）

岡本　賢治 原田　尚志
（３３１２）

佐藤　裕介

花島　慎弥 佐々木　克聡
（１３０９） （１３０８）

八木　寿梓
（３３１０）

溝端　知宏 青木　英莉子

南条　真佐人

本郷　邦広
（３３０５） （３３０６） （３３０８）

鈴木　宏和

道見　康弘
（４３１１）

松浦　和則
（２３０７）

（３３０３）

（４３１３） (４３０４) (４３０５)

（２３１０） （２３１１）
吾郷　万里子

化
学
・
生
物
応
用
工
学
専
攻

化
学
バ
イ
オ
系
学
科

野上　敏材 佐々木　紀彦

（２３０４）
片田　直伸 辻　悦司 津野地　直

薄井　洋行
（４３０７）

増井　敏行 山口　和輝
（４３１２） （４３１５）

（４３０６）
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